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皿．植生調査の結果　Results

　植生調査は植物生態学的基礎資料を得るために，1993年の4月，5月，8月に現地踏査が行わ

れた。この結果，発電所構内で29箇所，および発電所を中心として半径30km圏において47箇所，

合計76箇所の植物調査資料が得られた（図6）。

　さらに，既存の植生調査資料との比較検討を行い，最終的に本調査区域内に分布する森林～草

本植生の植物社会学的な群落区分，植生単位の決定が行われた。現在までに群集・群落の区分が

行われた植生単位は以下の通りである。

図6．植生調査地点（0印）位置図（平成5年度30kln圏）。

　　　Locatiolls　of　phytosociological　survey　plots　（closed　dots）．

1．植生単位Vegetation　units

　浜岡原子力発電所構内およびその周辺地域における植生調査の結果，既発表資料と同様の植生

単位が再確認されると伴に，今回新たに自然植生として常緑広葉樹林としてナンテンーアラカシ
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群集が，常緑針葉樹林としてシキミーモミ群集（ミヤマシキミーアカガシ群集を含’む）が，夏緑

広葉樹林としてムクノキーエノキ群集が，河辺ヤナギ林としてコゴメヤナギ群集が，常緑風衝低

木林としてマサキートベラ群集が，河辺草本植生としてカワラヨモギーカワラサイコ群集が，ま

た代償植生として常緑萌芽林としてコシダーウバメガシ群集が，先駆性二次林としてクサイチゴ

ータラノキ群集が，二次草原としてコマツヨイーチガや群落とヤハズソウーシナダレスズメガや

群落が，人工草地としてコウライシバ群落が追加された。この結果，本調査地域には，以下に示

した合計52の植物群落が分布していることが明らかにされた。

1－1，　自然植生　Natural　vegetatioR

A．常緑広葉樹林　Evergreen　broad4eaved　forests

　常緑広葉樹林として，イノデータブノキ群集，ミミズバイースダジイ群集，ホソバカナワラビ

ースダジイ群集，ヤブコウジースダジイ群集，カナメモチーコジイ群集など概存の植生単位が再

確認されたとともに，今回新たにナンテンーアラカシ群集が追加された。

　D　イノデータブノキ群集（表3－A）

　　　Polysticho－Perseetum　thunbergiiSuz．一Tok。etWada1949

　本地域に分布するイノデータブノキ群集は，高木層や低木層に生育するエノキ，ムクノキ，そ

して低木層や草本層に出現するマサキ，ウラシマソウ，オクマワラビ，オニヤブソテツ等の識別

種無によって区分された。イノデータブノキ群集は，群落の高木層にはタブノキが優占する他，

ヒメユズリハ，クスノキ等が比較的高被度で混生する。亜高木層には，タブノキをはじめモッコ

ク，ヤブニッケイが高彫度で生育している。

　本調査地域にはイノデータブノキ群集が分布することが再確認された。さらに今回新たに浜岡

町高松神社および御前崎町白羽神社の社叢がイノデータブノキ群集として追加された。イノデー

タブノキ群集は，風成砂の堆積のみられる沿岸部の沖積低地およびそれに隣接する台地斜面下部

等の適湿な土壌の厚く堆積した立地をその潜在的な生育域とするが，本地域は早くから耕作地と

してあるいは宅地として開発されたことから，現在ではほとんど消失している。

　2）　ミミズバイースダジイ群集（表3－B）

　　　Symploco　glaucae－Castanopsietum　sieboldiiMiyawakietal，1971

　本地域に分布するミミズバイースダジイ群集は，高木層のイチイガシ，低木層に生育するミミ

ズパイ，ヤマビワや草本層にみられるツルコウジ，ハナミョウガ，コバノカナワラビ，オオベニ

シダを区分種として識別された。ミミズバイースダジイ群集は，群落の高木層および亜高木層に

スダジイが優占し，時にイチイガシやコジィが混生する。また低木層にはミミズバイが，草本層

にはツルコウジ，ハナミョウガが高被度，高頻度にみられる。
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　ミミズパイースダジイ群集は今回の調査では，内陸部の低地に隣接した海抜60m以一ドの台地，

丘陵の斜面下部にある浜岡町比木賀茂神社，袋井市油山寺，掛川市日坂：事任神社，藤枝市岡出山，

同市若王子等の社叢等で再確認された。ミミズパイースダジイ群集は，風成砂の影響のみられな

い内陸部の台地，丘陵地を潜在自然植生域としている。

　3）ホソバカナワラビースダジイ群集（表3－C）

　　　Arachniodo－Castanopsietum　sieboidiiMiyayakieta1．1971

　本地域に分布するホソバカナワラビースダジイ群集は，高木層および亜高木層に高頻度に生育

するヤマモモ，ヒメユズリハ，低木層に生育するクチナシ，トベラ，ジュズネノキ，センリョウ，

オガタマノキ，そして草本層にみられるオオイタチシダ，カブダチジャノヒゲを区：分種として識

別された。ホソバカナワラビースダジイ群集は，群落の高木層および亜高木層にスダジイが優占

し，時にモチノキ，タブノキが混生する。また低木層にはピサカキ，ネズミモチ，サカキ，タイ

ミンタチバナなどヤブツバキクラスの常緑の低木類が繁茂している。草本層にもアリドウシ，テ

ィヵヵズラ，ベニシダなどのヤブツバキクラスの植物が高頻度で生育している。

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，既存の資料でヤマモモースダジイ群落として同定されて

いた林分を含め，今園新たに浜岡町池宮神政，同町佐倉などで確認された。ホソバカナワラビー

スダジイ群集は，低地に隣接した海抜800m以下の台地，丘陵の斜面下部を潜在自然植生域とし

ている。ホソバカナワラビースダジイ群集は，イノデータブノキ群集と同様に沿岸部の沖積低地

に接した土壌の厚く堆積した立地に分布しているが，風成砂の影響の少ないより内陸部をその分

布の中心としている。

　4）　ヤブコウジースダジイ群集（表3－D）

　　　Ardisio－Castanopsietuln　sieboidiiSuz．一Tok。etHatiya！952

　本地域に分布するヤブコウジースダジイ群集は，高木層に高杉度に生育するヤマモモ，亜高木

層にみられるヒメユズリハ，そして低木層や草本層に出現するクチナシ，トベラ，ジュズネノキ

等の識別種群によって区分された。これらの識別種群はホソバカナワラビースダジイ群集と共通

するが，ヤブコウジースダジイ群集ではセンリョウ，オガタマノキ，イズセソリョウ，ホソバカ

ナワラビ，オオイタチシダなどの識別種群を欠如している。ヤブコウジースダジイ群集は，群落

の高木層にはスダジイが優黒し，晴にヤマモモやタブノキが比較的高被度で混生する。亜高木層

には，ヒメユズリハ，モチノキ，サカキ等が図南度で生育している。低木層には，カクレミノ，

ヤブッバキなどが比較的高批度に生育している。草本層にはテイカカズラ，ベニシダ等のヤブツ

バキクラスの植物が多数みられる。

　ヤブコウジースダジイ群集は，既存の資料に加えて，今回新たに浜岡町佐倉自然公園，浜岡原

子力発電所構内，御前崎町新神子町池宮神社などで確認された。ヤブコウジースダジイ群集は，
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風成砂の堆積のみられる沿岸低地に隣接した海抜60m以下の後背砂丘，台地，丘陵を潜在自然植

生域としている。

　5）　カナメモチーコジイ群集（表3－E）

　　　Photinio－Castanopsietum　cuspidataeNakanishietaL1977

　本地域に分布するカナメモチーコジイ群集は，高木層に高被度に生育するコジイ，亜高木層お

よび低木層にみられるクロバイ，ネジキ，そして低木層や草本層に出現するシャシャンボ，アセ

ビ，タカノツメ等の識別種群によって区分された。カナメモチーコジイ群集は，群落の高木層に

はスダジイが優占し，時にヤマモモやタブノキが比較的高二度で混生する。亜高木層には，ヒメ

ユズリハ，モチノキ，サカキ等が高被度で生育している。低木層には，カクレミノ，ヤブツバキ

などが比較的高被度に生育している。草本層にはテイカカズラ，ベニシダ等のヤブツバキクラス

の植物が多数みられる。

　カナメモチーコジイ群集については，既存の報告書（宮脇他1986）では本文中での記載はな

く，30km圏の現存植生図の凡例で取り扱われていた。今回新たに浜岡町佐倉，同町竜泉寺，磐

田市中泉八幡宮，袋井市小笠山，金谷町大代川で確認された。カナメモチーコジイ群集は，内陸

部の台地，丘陵，低山地帯の海抜10～300mの範囲を潜在自然植生域としている。

　6）　ナンテンーアラカシ群集（表4）

　　　Nandino－Quercetum　glaucaeYamanaka1965

　ナソテンーアラカシ群集は石灰岩地に特徴的に生育するアラカシ林として四国地方から報告さ

れたが，本地域で石灰岩の分布する相良町汝神山の山頂部に発達する低木林は，低木層に生育す

るビワ，ユズ，ナンテン，アラカシ等の識別種群によってナンテソーアラカシ群集として同定さ

れた。女神山のナソテンーアラカシ群集では，群落高5mの低木林で低木層にはイボタノキ，エ

ノキ，イヌビワなどの落葉低木類が優占する他，ヤブニッケイ，シロダモ，カンザブロウノキ，

カゴノキなどヤブツバキクラスの常緑低木類が高二度に混生している。草本層にはホソバカナワ

ラビの他，テイカカズラ，イタビカズラ，ビナンカズラなどの常緑ツル植物が高丁度に生育して

いる。

　ナンテンーアラカシ群集は，3Gkm圏では既存の報告書では記載はなく，今回始めて相良町女

神山のみで確認された。

B．常緑針葉樹林　Evergreen　coniferous　forests

常緑針葉樹林については既存の報告書では記載されていなかったが，今回の30km圏内におけ

る植生調査においてシキミーモミ群集およびミヤマシキミーアカガシ群集の分布が確認された。
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7）　シキミーモミ群集（表3－F）

111icio－Abietetum　firmaeSuz．一Tok．1961

シキミーモミ群集はヤブツバキクラス域上部を潜在的な生育域とする常緑針葉樹林であるが，

三川市の北端にある八高山（832m）の南側山麓の尾根部に生育する林分で，高木層および亜高木

Seria1　痕。．：

Rel．ev｛…　no。：

Elevation（隈）：

Aspect：

SIope　（　。　）：

Square　 size（㎡）　：

Height　of　shrub　laye－S（田）二

Cover　of　shrub　layer－S（毘）：

Height。f翁erb　layer－H（m）：

Cover　of　herb　layer－Hα）：

Number　of　species：

　表4．ナンテソーアラカシ群集

Nandino－Quercetum　g至aucac

通し番号

調査番号

海抜高度
：方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木丹心被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現概数

1

10

150

0

80

　5
go

O．4

20

42

一：群集標野種・区分種　Eγεobotγyα　jaρ07t｛Cα

　Q駄εγCμ3　9乙αUCα

　c猛γ批s∫脈os

　Nα賊f箆αdO椛ε5頁。α

　4C‡｛切dαρ｝蹴θL伽CI∫oL地

　α箆πω鈍0縦蹴」αか0πεC㎜

　鐸θoL｛ε5εα5εγ｛Cθα

　3yゆ乙OCO5漁θ0擁αγα5之αε∫oL毎

　Q祉θγCμ3　5α乙歪CΣれα

　Peγ3θα　thu7めεγ9乞Σ

　Dθ7しdγ0ρ｛Z7㍑Zズ　εγゴノ｛dus

　A乱CUわ4」⑳0れ｛C祝

　Dαρ九鷹♪九y吊目u蹴‡θ乞」5展α托箆れ

　Aγ艮ch短odε3αγ乏3t4亡α

TγαChθ乙05かεγ飛U糀　α5歪αε五C賦蹴　var．　｛箆εθγ酸θd｛躁

FゴCU3控ψか0れ｛Cα

鰐εdθγ4γ敵）俄bθα

καd5Uγαゴαカ0π｛Cα

帥濱。♪ogoれ」α♪o箆｛cu3

しぎγ｛o♪θ♪ε4ty蝕y脱α

Aγd｛5fα　ρu5｛LLα

　ビワ

　アラカシ

　ユズ

　ナンテン

ヤブツバキクラスの種

　カゴノキ

　ヤブニッケイ

　シロダモ

　カンザブロウノキ

　ウラジロガシ

　タブノキ

　カクレミノ

　アオキ

　ヒメユズリハ

　ホソバカナワラビ

　テイカカズラ

　イタビカズラ

　キヅタ

　サネカズラ

　ジャノヒゲ

　ヤブラン

　ツルコウジ

s

s

s

S

s

S

s

s

s

S

S

S

s

H

H

H

H

H

H

H

H

1・1

十

十

十

2・3

2・2

2・2

2・2

2・1

1・1

1・1

十

十

2・3

2・2

2・2

1・2

1・2

十

十

十

その他の種0もher　compaτlion：hg器豆撒配obtus｛∫oLf㎜・イボタノキS－3．3，0θm33｛肥箆sおvar．」α♪oπ｛cユエ

ノキS－2。2，F記鵬θγθc放イヌビワS－1．2，霞椥撒㎜dfLαtα‡㎜ガマズミS一÷．2，　Dεu彪緬5cαb搬マルバウツギ

S一＋，伽。π遡u35詑bo乙d｛磁usマユミS一牽，　Euoπ遡us　j＠o垣cu3マサキS一÷，　P｛就05ヵoγ嫌to漉γαトベラS一＋，

Hθ伽翫g紐」⑳oπ｛cαハナイカダS一＋，κoγu5わ。縦byc紹ヤマグワS一＋，κθγγ毎」αρo冠。αヤマブキS一＋，　Ro5α

搬協t｛∫Lo搬ノイバラS一＋，　Z飢紬ox翼躁ρゆ2γ鉱u飛脳ザンショウS一＋，　Rε漁εc馳ユ。αmθαキチジョウソウ．H一＋．2，

Cyγto麿蹴∫掘。αt㎜オニ・ヤブソテツH触，4γf5εoZOC厩αたαθゆ∫εγ｛オオバウマノスズクサH唖，0ε肱5艀U5

S一＋．2，Euo流y襯u50κy♪妙乙磁5ツリバナS一＋，3tyγαx　jα♪o雇。αエゴノキS一＋，γ｛o絃纐oLαcgαシハイスミレ臣＋

oγbfcu搬蝕5ツルウメモドキH叶，4々θbfαεγf∫oL｛αtαミツバアケビH一＋，　D⑳九πθ♪5ε麗。鷹葭θγθu縦オニシバリ

H一＋，E放εαgπusか猟gεπ5ナワシログミH一÷，　CycLo30繊3αcu配｛れαtusホシダH一＋．

調査地Location：相良町Sagara－cho，女神酌g覗i．調査年月日Date　of　relev6：1993年5月22日．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

層にモミが優占し，ときに落葉樹のアカシデが混生した常緑鉗葉樹林は，低木層に高被度に生育

するシキミ，ヒイラギ，コアジサイなどを識別種群としてシキミーモミ群集に同定された。

　シキミーモミ群集は，30km圏では既存の報告書には記載はなく，今回始めて揖川市八高山の

海抜500m付近の山麓で確認された。シキミーモミ群集は，本地域では，内陸部山地帯下部の海

抜500～800mの範囲の土壌の浅い尾根部を潜在的な生育域とする常緑針葉樹林である。

　8）　ミヤマシキミーアカガシ群集（表3－G）

　　　Skimmio－Quercetum　acutaeSuz．一Tok。etSumata1964

　本地域に分布するミヤマシキミーアカガシ群集は，高木層に高被度に生育するアカガシと亜高

木層および低木層にみられるイヌガシ，シロダモ，カヤ，ヤマボウシ，そして低木層や草本層に

出現するミヤマシキミを識別種群として区分された。

　ミヤマシキミーアカガシ群集は，ヤブツバキクラス域上部を潜在的な生育域とする常緑広葉樹

林であり，本地域ではしばしば羅根部に生育するシキミーモミ群集と隣接する。掛川布の北部に

ある粟ケ岳（520m）南側山麓の海抜400～500mの範囲の斜面部には比較的まとまった面積のミ

ヤマシキミーアカガシ群集が分布している。

C．夏緑広葉樹林　Sumlnergreen　broad－leaved　forests

　ヤブツバキクラス域の自然性の夏緑広葉樹林として河畔林のムクノキーエノキ群集と渓谷林の

イロハモミジーケヤキ群集があげられる。今回の調査では，現存植生図の凡例としてムクノキー

エノキ群集とイロハモミジーケヤキ群集があげられる。

　9）　ムクノキーエノキ群集

　　　Aphanantho．Celtidetum　japonicaeOhno1979

　ムクノキーエノキ群集は，ヤブツバキクラス域を流れる河川沿いに形成された自然堤防や低位

な河岸段丘など，定期的に河川の氾濫による撹乱を受やすい立地を潜在的な生育域とする土地的

持続群落としての河畔林である。このためムクノキーエノキ群集は，常緑広葉樹林域にありなが

ら，相観的に高木層にエノキ，ムクノキが優占した夏緑広葉樹林を形成している。

　今回の現地調査ではムクノキーエノキ群集の林分は確認されなかったが，大井川など本調査地

域を流れる中小河川沿いなど，航空写真による判読などでムクノキーエノキ群集の分布すること

が推定されることから，現存植生図および潜在自然植生図の凡例として示された。

10）　イロハモミジーケヤキ群集

　　Aceri－Zelkovetum　serrataeMiyawakietK．Fuliwara！970

ヤブツバキクラス域の渓谷地の崖錐斜面など不安定な立地には，イロハモミジーヶヤキ群集が
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分布している。イロハモミジーケヤキ群集は，土壌の移動の起こりやすい不安定な斜面や土壌の

薄い岩角地などに局地的に成立する土地的持続群落である。このため相観的には高木層にケヤキ，

イロハモミジなどが優占した夏緑広葉樹林を呈している。

　今回の現地調査ではイ玉川モミジーケヤキ群集の林分は確認されなかったが，渓谷地など地形

的に崖錐斜面の形成されやすい立地など，イロハモミジーケヤキ群集の分布することが確実視さ

れることから，現存植生図および潜在自然植生図の凡例として示された。

D．河辺ヤナギ林　＆zZ㍑groves

河川の流水の物理的な影響を受ける河辺には，一般的にヤナギ類を中心とした河辺林が発達す

る。本調査地域では，大井川の河床に発達するコゴメヤナギ群集が調査された。

｛D　コゴメヤナギ群集（表5）

　　SalicetuIn　serissaefohaeNaoharaexOhba1973

　　表5．コゴメヤナギ群集

Sahcetum　　serissaefoliae

Serial　no．：

Relev6　no．：

Elevation　 （m）：

Aspect：

Slope（。）：

Square　s玉ze（㎡）：

Height　of　over　tree　layer－T（環）；

Cover　of　over　tree　layer　　－T（％）＝

闘eigh乞of　shrub豆aye－S（m）＝

Cover　of　shrub　layer－S（駕）：

Height　of　herb　layer－H（融）＝

Cover　of　herb　豆ayer　＿H（鬼）＝

Number　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

1

11

40

0

50

12

60

3

20

1

90

30

一：群集標旧盆・区分種3α乙｛κ5εγf∬αε∫o涜α

3厩朕g犯ゴαれα

コゴメヤナギ

カワヤナギ

T

S
3・3

1・1

その他の種Other　co即anion：0θLε乞35漁飢5寛var．掴ρo冠。αエノキS－1。2，醸獺鉗coεd飢θαハゼS一＋，

0εZα3ε微soγわ｛c混α搬3ツルウメモドキS－1．2，肌αεαg論u3面恥bεL正αtαアキグミS－L1，Cf撒α罐。康躁。疎挑oγα

クスノキS一＋，F記u5εγθctα　イヌビワS一＋，　Pγ猟麗」疎α5α版γαヤマザクラS一÷，　Ro5α般協tザこoγαノイバラ

S－L2捺し2，30巨dαgoαL巨s3襯αセイタカアワダチソウH－2．2，翫5cα甫醸s　3αc譲αγザ五〇γu3オギH－3．3，

Pαθdθγ｛αsc飢d飢s　var．襯峨γ8γヘクソカズラ臣÷．2，恥漉5θε躁αγ麗π5θスギナH－3．3，　Fθ3厩。αθLα‘foγヒ

ロバノウシノケグサH一＋．2Lo爾。θγα」の。掘ca　スイカズラ醒一．2，　Rω箆εκα6εε05α　スイバH一＋。2、　Po砂go撒糀

。器餌d厩㎜　イタドリ猛一．2，P貯αγ加Loわ厩αクズH一＋，魚b掘碗飢θアカネH一＋，湾gγo♪yγoπ々疎。戸　カモジ

グサ臣1．2，Poααcγo詑ucαミゾイチゴツナギ¶’H弗；2，　Ru細κ」妙。雇cu5ギシギシH一÷，3雄Z放γ｛αααu¢巨。α

ウシハコベH一÷，Oo㎜e巨れαco㎜膿｛3　ツユクサH－1．2，肋か観。♪5語わγθりf♪θd撒。協戯αノブドウH一＋，

8γ舵α庸πoγヒメコバンソウH一へBγ犯α配ακ加α　コバンソウH一＋，0αγθκ妙涯飢。乙のおエナシヒゴクサ拝1．2

Fθ3掘。α如γ加g揺襯α　トボシガラ無＋．

調査地Location：島圏市Shi田ada－shi，中河Nakag渕a，大井川OM－gawa．調査年月日Date　of　relev6：1993年

5月2田．
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　大井川の河床など氾濫原の中にみられる砂礫の堆積により形成された自然堤防上には，高木層

に樹高！2m前後のコゴメヤナギが列状に生育した林分が発達している。低木層にはカワヤナギの

他，エノキ，ツルウメモドキ，ノイバラなどが散生する。草本層にはオギ，セイタカアワダチソ

ウなどオギ群集の要素の植物が高被度で繁茂している。

　コゴメヤナギ群集は，今回の調杳で島田市中河の大井川の氾濫原に発達している林分が確認さ

れた。

E．常緑風衝低木林　Evergreen　shrubs　on　coastal　cliffs

　潮風の影響を受けやすい海岸崖地にぱ，ウバメガシ，トベラなどの常縁低木の優占した海岸風

衝低木林が発達する。この常緑風衝低木林として，既存の報告書ではトベラーウバメガシ群集が

報告されているが，今回の調査ではマサキートベラ群集が記載された。

12）　マサキートベラ群集（表6）

　　　Euonymo・Pittosporetum　tobiraMiyawakieta1．197！

　マサキートベラ群集は，低木層に生育するトベラ，シャリンバイ，マサキなどの識別種群によ

り区分される。相観的には樹高が3～4m内外のトベラが優陣し，ヒメユズリハ，ヤブニッケイ，

タブノキ，ネズミモチが比較面高被度に混生する。草本層にはラセイタソウ，ハマアオスゲが高

被度に生育する他，ときにオニヤブソテツが高三度に出現する。

　マサキートベラ群集は本調査地域では，浜岡町浜岡原子力発電所構内の海岸砂丘に隣接した海

岸笙地に発達しているのが確認された。既存の報倍書（富脇他1980，1986）によれば，本地域に

はマサキートベラ群集と同様の海岸風衝低木林としてトベラーウバメガシ群集が御前崎町御前崎

に分布するとされている。

F．海岸風衝草原Coastal　grasslands

　海からの潮風と飛沫に晒された海岸崖地には，自然性の海岸風衝草原が発達している。本地域

では，海岸風衝草原としてイソギクーハチジョウススキ群集が分布している。

i3）　イソギクーハチジョウススキ群集

　　　Chrysanthemo－Miscanthetum　condensatiOhba！971
　イソギクーハチジョウススキ群集は，既存の報告書（宮脇他1980，1986）によれば御前崎町の

御前崎の海岸臨地に分布することが記されている。今回の調査ではイソギクーハチジョウススキ

群集の調査資料は得られなかったが，本調査地域に分布することが明らかなことから，現存植生

図の凡例の一つとして記載された。
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Serial　no．＝

Relev6　n◎．：

Elevation（m）：

Aspecも：

Slope（。　）：

Square　s1ze（㎡）：

　　　　表6．マサキートベラ群集

Euonymo－Pittosporetuln　tobira
　　　　　　　　通し番号

　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　海抜高度
　　　　　　　　方位

　　　　　　　　傾斜

　　　　　　　　調査面積
Height　of　over　tree　layer－T（m）：

Cover　of　tree　layer一．・T（％）：

Height　of、　shrub　layer－S（m）＝

Cover　of　shrub　iayer－S（鬼）：

Heighむ。f　herb　layer一隅）：

C◎ver　of　herb　layer－H（鬼）

NuH由er　of　species＝

高木層の高さ

高木層植被率
低木層の高さ

低木小野率

草本層の高さ

草本植被率

出現種数

　1

53

40

SSW

50

40

　3
100

L3
20

38

2

54

40

葭N曾

45

30

　4
90

　2
20

0．6

40

32

一：群集標徴種・区分種P｛‘to3f｝0γU撒　tob｛γα

　Boθ瓦縦εγ｛α　bゴLobα

　Cαγεκ　∫‘bγゴ乙己03α．

　E批0箆y蹴U5」砂0箆ゴCα5

　R九α♪厄oLθ加3　U胤bθ乙Lαこα

　Oyγε0酸並置∫α己Cαtu澱

一1⊥一：巨9琶Sεγ1燃」α加πfα鵬

ELα9α9πt之5　♪艮箆9θπ3

D⑳互艮ゆ㍍yL乙u縦‘θfj3襯απrしれ

Pθγ5εα　オ九杖7のεγ9ゴ｛

押θoL琵5θα5θγfcε4

C｛ππω箆0横帆」｛ゆ0顧CU汀～

　4γd乏5｛｛z　cγεπα‘α

　μθdθγaγ九〇飛わθ配

　Aγ（乏ゴ5ゴα」α加雇Cα

　0か九｛oかogoπ」の。雇。㍑s

　翫γ乏0♪θか肱εy乱y己紘

　A蹴ρεしの3｛5bγ8むψθdu7tc以乙α孟α

FfCU5　θγθct復

Cε乙巨s5加θπS｛5　var，」αか0厄Cσ

σαLLゴCαγ♪α　」α♪0箆乞Cα

Pαγ‘hεπOC｛5SU3εγ漉Sρ｛dαεα

0倉L｛3飯θ澱L5批取オuLα頁ノ。巨1ム5　var．」⑳o煩cus

PLθ｛obLαS隠S（1乏5漉C九琶5　var．8こαb8γ

3醗‘乙伽rcたfπα

Ac乱yγα沌ε乱θ5．」αかθ7巨。α

PO己ygO夏㍑議　ノゴ乙ゴノ0γ襯θ

o艮γεxLε飢｛z

トベラ

ラセイタソウ

ハマアオスゲ
マサキ

シャリンバイ

オニヤブソテツ

ヤブッバキクラスの種

　ネズミモチ

　ナワシログミ

　ヒメユズリ刈

込ブノキ

シロダモ

ヤブニッケイ

　マンリョウ
　キヅタ

　ヤブコウジ

　ジャノヒゲ

　ヤブラン

その他の種

　ノブドウ

イヌビワ

エノキ

ムラサキシキブ

ツタ

コチヂミザサ
ネザサ

サルトリイバラ

ヒカゲイノコズチ
ミズヒキ

ナキリスゲ

T

s

H

H

S

s

H

　S
　s
　T
　s
　S
T，S

　T
　S

S

H

H

H

H

s

巽

S

S

s

H

H

H

H

H

H

H

　・　2・3

5・5　・

2・3　3・3
1・2　＋・2

十　　　・

十　　　・

2・3　・

2・2

1・2

　0

1・1

1・1

1・1

　●

1・1

十

＋・2

十

＋・2

十

＋・2

＋・2

十

十

十

＋・2

1・2
十

十

十

＋・2

＋・2

2・2

1・1

4・4

1・2

1・2

1・1

1・1

÷・2

十

1・2

十

　・

●

．

÷

2・2

1・2

1・2
÷

＋・2

＋・2

＋・2

出現1回の種0もher　co即anion：通し番号Serial　no．1：Fα‘5毎」畠♪o掴。αヤツデS一＋，　P鍛u5漁u舶εγg翻クロ

マツS－L1，8uγyα5α♪oπ記αピサカキS－1．1，　L＠5疎αα♪ogoπo｛dθ∫コオニタブラコH一＋，　Puεγαγ｛a　Lob認αク

ズH一＋1峨5c伽餓us　coγd飢3α飢5ハチヂョウススキH一÷，｛ρ恵。θγα」αウ。頃。αスイカズラH一＋．2．　Ooccu蝕3

0γわfc厩α隠5アオツヅラフジ掛÷，0θLαstγE50γ腕。混飢u3ツルウメモドキ匪一÷，　Pαεde頁。　sc飢dεれ3　var。

鋭姻重下風テリハヘクソカズラ　H一＋．通し番号Serial　no．2：Dε畷γ砂猟αxε頁ハぬ3カクレミノT－2。2，　Euγ翼

」α加π｛偲ピサカキT－2．2，Fagαγαα鷺飢馳。掘e5カラスザンショウT－1．1，4γαL犯eLα肱タラノキS一÷，　Co鋭麗一

L漁αco闇麗f5ツユクサH一＋，飽馳3厩γ5u施3クサイチゴH一＋，30　L飢u嵐砂γα掘搬ヒヨドリジョウゴH一ち
し。か肱施θγu椛gγαc｛LθササクサH一＋．2，融功｛αt頁∫o巨認α・ミツバアケビH一＋．

調査地Locations：通し番号Seria王no．1，2：浜岡町Ha皿aoka－cho，浜岡原子力発電所構内H姻aoka翫clear
pQwer　sもation．調査年月日Date　of　relev合：1993年8月24日．
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G．海岸砂丘植生　Coastal　dune　vegetation

　本調査地域には，浜岡砂丘をはじめとして千浜砂丘，御前崎海岸などに海浜砂丘が発達してい

る。既存の報三型には，海岸砂丘植生として，ハマグルマーコウボウムギ群集，ハマグルマーケ

カモノハシ群集，ハマグルマーオニシバ群集，ハマニガナービロードテンツキ群集，コウボウシ

バ群落などが記載されている（宮脇他1986）。今回の調査においても浜岡砂丘で同様な海岸砂丘

植生が再確i認された。

14）　ハマグルマーコウボウムギ群集（表7－A）

　　　Wedelio．Caricetum　kobomugi（Ochi195！）Ohba，MiyawakietTx．1973

　ハマグルマーコウボウムギ群集は，飛砂の最も激しい海岸砂丘の最前線に発達する。一般的に

群集面心種であるコウボウムギが高被度に優占し，その他ハマヒルガオ，ハマボウフウ，コウボ

COB1蹴U廃ity　もypes：

Serial　no．：

Relev∈…　no。：

Elevaむion（m）：

Aspect：

Slope　（　。　）：

Square　size（㎡）：

Height　of　vegetation　（cm）：

Cover　of　vegetion　（％）＝

Nu田ber　of　species：

表7．海岸砂丘植生
　Coastal　dulle　vegetation

　　　　群落区分

　　　　通し番号

　　　　調査番号

　　　　海抜高度

　　　　方位

　　　　傾斜

　　　　調査面積

　　　　植生高

　　　　植被率

　　　　出現種数

A
a b

B C

1　　2　　3　　4　　5
50　　2　　3　　59　　5
5　　5　　5　　3　　10

S轡　　一　　一　　一　　S轡

3　　0　　0　　0　　5
9　　6　　6　　8　　1

20　　　　10　　　　6　　　25　　　　20

80　　　　60　　　　30　　　　60　　　　50

4　　2　　3　　7　　5

Character　s　ecies　of　ass．：

　0αγθκ　酷。わ。漱ug歪

Differential　s　ecies　of　sub－uniも：

　oα7eκ加磁Lα

Character　and　differerltial　s　ecies　of　ass．：群集標徴種・区分種

　15C融θ酸U撮α撹九日㎞γ0掘ε3

　Zoy5｛ζ己　隣配Cγ03tσ0箆yα

　Lερゴ）｛“　箆od｛∫ZOγα

　Ff泉bγ盛styLΣs　5θγ｛c9α

　αZ乙y5tg9乞α　50Ldαπε乙Lα

　1鷹♪θγα毒αoy乙加dγ｛cαvar，々。ε箆｛9乞｛

　α疎π｛α乙乞t£0γα巨3

　0θπo餓θγα12c｛π毎加

　Ru搬θκ｛ZCθε0＄α

群集標徴種

　コウボウムギ

下位単位区分種

　コウボウシバ

　ヶカモノハシ

　オニシバ

　イワダレソウ

群集標徴種

　ビロードテンツキ
その他の種

　ハマヒルガオ

　チガヤ

　ハマボウフウ

　コマツヨイグサ

　スイバ

：3。3　5・4　1・1　1・2　＋。2

　。　　＋◎2　3・3　　・

5・4

1・2

÷

2・3

3・3

＋・2

・　3・3

＋　　2・2　　・

・　　　　　3・3

・　　十　　　・

・　　十　　＋・2

・　　　・　　　十

調査地Locations：通し番号Ser董al　no．1、4：浜岡町Hamaoka－cho、浜岡原子力発電所構内Hmaoka　Nuclear

power　station．通し番号Serial　no．2，3，5＝浜岡町Ha旧aoka－cho，浜岡砂丘Hamaoka　dune．調査年月日

Oate　of　relev¢：通し番号Seria正no．1，4：1993年8月24日．通し番号Seriai　no．2，3，5：1993年4月19日．
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ウシバなどが混生する。

15）　ハマゲルマーオニシバ群集（表7－8）

　　　Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae（Ochi　195！）Ohba，

　　　　Miyawaki　et　Tx．1973

　ハマグルマーコウボウムギ群集およびハマグルマーケカモノハシ群集などに接した砂の移動の

少ない後背砂丘地には，オニシバ，イワダレソウを群集区：分種とするハマグルマーオニシバ群集

が生育している。ハマグルマーオニシバ群集の構成種にはこの他，隣接群落の構成種であるコウ

ボウムギ，ヶカモノハシ，そしてハマヒルガオ，ハマボウフウ，コマツヨイなどが混生している。

16）　ハマニガナービロードテンツキ群集（表7－C）

　　　Ixerido－Fimbristylidetum　sericeae（Ochi1962）Ohba，MiyawakietTx．

　　　　1973

　比較的立地の安定した砂丘後背地の凹状地や風背斜面には，ビロードテンツキを群集標徴種と

するハマニガナービロードテンツキ群集が分布している。ハマニガナービロードテンツキ群集の

構成種には，この他，砂丘植生の要素であるコウボウムギやチガヤ，コマツヨイ，スイバなどの

二次草原の要素などが混生している。

H．河辺草本植生　Herbaceous　commuRities　aloRg　streams

　大井川の河原の氾濫原やその他中小河川の河辺には，河辺砂礫地草本植物群落やヨシクラスの

湿性多年生草本植物群落などの河辺草本植生が生育している。本地域では，河辺砂礫地草本植物

群落としてはカワラヨモギーカワラサイコ群集が，また湿性多年生草本植物群落としてはヨシ群

落，マコモ群落，オギ群集などが調査された。既存の報告書で記載されたツルヨシ群集は今回調

査されなかった。

17）　ヨシ群落（表8－A）

　　　盈ア”α9漉’6∫αZ45〃認ゼ5　commuRity

　河川沿いの抽水域には，植生高が3m内外のヨシの優占するヨシ群落が広く分布している。ヨ

シ群落中には，セリ，ミゾソバ，クサヨシなどが比較的高被度に混生している。ヨシ群落は，水

田放棄地では，しばしぼ先駆植生として発達する。

18）　マ：コモ群落（表8－B）

　　Z伽7Z∫α嬬蜘伽community

やや水深の深い抽水域で緩やかな流れのみられる河川沿いには，マコモの優占したマコモ群落
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CO匪臥Un隻ty　type＝

Serial　no．：

Re豆ev6　n◎．：

Elevat玉◎nω：

Square　size（㎡）：

Heig｝｝t　◎f　vegeLaもioη　（超）：

Cover　of　vegetation　（毘）＝

N甑ber　of　species：

　　　表8．河辺草本植生
Herbaceous　communities　along　streams

　　　　　　群落区分

　　　　　　通し番号　　　　　　　　1
　　　　　　調査番号　　　　　　　　63
　　　　　　海抜高度　　　　　　　　5
　　　　　　調査面積　　　　　　　　15
　　　　　　植生高　　　　　　　　　3
　　　　　　植被率　　　　　　　　100
　　　　　　出現種数　　　　　　　　7

　2　　3
65　　64

　5　　5
　2　　12

1．5　　2

100　100
　2　　6

Differential　s　ecies　of　co阻阻・：

　0εれα箆t九gj⑳oπ｛cα

　P｝LαLαγ歪5畠γ猟｛荘取ZCθγ

　Z詑απ城乙αtfヂ。乙歪α

　醒｛SC召π亡乱U5　SαCC｝しαγ｛∫乙0γ斌5

S　ecies　of　Phra　　i｛」eもea　aus七ralis＝

P箆γ4gm｛tεs　4！此s亡γ4巨3

Po乙ygoπ廿俄　‡乱u臨bεγgf｛

群落区分種

　セリ

　クサヨシ

群落区分種

　マコモ
群集標雪田

　オギ

ヨシクラスの種

　ヨシ
　ミゾソバ

2・3

÷・2

＋　　5・5　　・

　・　　・　5・5

5・5　1・2　1・2

1・2　　・　　＋

その他の種〇七her　co即aaion：Co㎜θLオ麗co撒猟齢ツユクサ÷．2，　H撒u乙囎sc雄d飢sカナムグラ÷，30巨dago

α己厄55伽αセイタカアワダチソウ＋．2，距θdθγ‘復3cα戯飢3ヘクソカズラ÷，　D｛05coγεα」妙。漉。αvar．融押飯

ヤマノイモ＋．

調査地Locatio臼s：通し番号Serial　n◎。1－3＝浜岡町Ha皿aoka一曲。，箴lli　Osa－gawa．

relev琶：通し番号Serial　no．1－3：1993年8月25日．

調査年月日Date　of

がみられる。マコモ群落中には，しばしぼヨシを伴っている。

19）　オギ群集（表8－C）

　　　MiscaIlthetum　saccharifloriMiyawakietOkuda1972

　河川沿いに砂嵐の堆積により形成された河岸には，植生高が2m内外のオギの優占したオギ群

集が生育している。オギ群集中にはしぼしばヨシやセイタカアワダチソウなどが高頻度に混生し

ている。

20）　カワラヨモギーカワラサイコ群集他（表9）

　　　Artemisio－Potentilletum　chinensisMiyawakietOkuda！972andothers

　大井川などの河床などにみられる砂礫地は，定期的な氾濫に晒されたり，逆に夏季の渇水期に

は乾燥するなど厳しい生育環境下にある。このような河辺砂礫地には，カワラヨモギ，カワラバ

ハコ，マルバヤハズソウ，カワラナデシコ，ムシトリナデシコなどの識別種群により区分される

カワラヨモギーカワラサイコ群集が分布している。

　既存の調査報告書（宮脇他1986）では，河辺砂礫地草本植物群落としてカワラヨモギーアレ

チマツヨイ群落が記載されている。
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Re正ev｛…　ao．書

Elevationω：
Square　size　（m）：

Height　of　vegeもation　（c厭）：

Cover　of　vegeta七ion　（鬼）：

煙u田ber　of　species：

　表9，カワラヨモギーカワラサイコ群集

Artemisio．Potentilletum　chinesis

調査番号

順脚高

調査面積

植生高

植被率

出現種数

エ2

30

40

40

40

16

C始racter　and　differe漉ial　s　ecies　of　ass：群集標試植・区分種

3｛Lεれθ　αγ配θγ｛¢

Aγte而5fαcσρ混L寵γ歪3

Aπαf）乾αL歪5　鍛αγ9αγftσC9¢　var◎　yεdoθπ5f5

0fαπ孟hu3　S昆ρθγわUs　var．　Loπgfcα乙yc｛7しU5

κU甜誕εγ0星ひ｛α　Sε｛♪uLαCθα

ムシトリナデシコ

カワラヨモギ

カワラバハコ

カワラナデシコ

マルバヤハズソウ

3・3

1・2

＋・2

十

十

その地の種Other　co囎an量on：Fθ5施。αo加箆αウシノケグサ2．3，08㎜t九θγ£bf飢短5アレチマツヨイ2．2，

磁γθx5α‡5猟猟3総アプラシバ＋．2，3｛5W漁薇細毘α蕊飢垣。琶俄ニワゼキショウ＋，　CαγεズLθucoch乙oγεアオス

ゲ÷，A就ε而3｛αかγ馳。⑳5ヨモギ÷，　Tγザ。巨猟γεかε麗シロツメグサ＋，　Ly5脈αc緬ε」妙。頃。αf．5ub5ε∬混f3

コナスビ＋，C舵陀のod｛U級㎜bγ05fo掘θ5ケアリタソウ÷，　CαγεκCUγ垣coLLf5ナル：コスゲ＋，　Lε砂εdε加C猟ε一

αtαメドハギ÷．

調査地Location：島田市Shimada－s践i，中河Nakagawa，大井川Ohwi－g銅a．調査年月日Date　ohelev6：1993年

5月22日．

1．水生植物群落　Aquatic　plant　communities

　本報告では，水生植物群落として浮葉および沈水草本植物群落がまとめて示された。既存の報

告書では，小笠町河東の貯水池にみられたヒシ群落が記載されている（宮脇他1986）。

21）　ヒシ群落他

　　　Tr彰）αブ碑＞o加6αcommunity　and　others

　富栄露な水質となった池や沼地の水域には，1年生の浮葉植物であるヒシが水面を100％の被

度で繁茂した状態がしばしばみられる。ヒシ群落は今回の現地調査では確認されなかったが，現

存植生図の凡例として記載された。その他，小笠郡大東町中の薬師池にはオニ・ミス群落の分布が

記録されているが，今回の調査では確認されなかった。

1－2．代償植生Subst三tute　vegetatioR

　本調査地域の沿岸低地，台地，丘陵地の大部分は，潜在的にはスダジイ，タブノキ，コジイ，

シラカシ，アカガシ，アラカシなどの常緑広葉樹の優占するヤブツバキクラスに位置している。

しかし人間による火入れ，伐採などの人間による破壊により，本調査地域の大部分は二次林とし

ての常緑広葉樹萌芽林，アカマツニ次林，落葉樹二次林，スギ，ヒノキ植林，モウソウチク，マ

ダケ林，ネザサ，ススキの二次草原などの代償植生に置き換えられている。また同様に，台地や

沖積低地も畑地や水田耕作地としてはやくから開発され，コジイ林やシラカシ林などの自然植生
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は，社寺林として，市内に点在する神社や寺院の裏山に僅かに残されているにすぎない。

」．常緑萌芽林　Coppice　dominated　by　evergreen　broad－leaved　trees

　本地域に分布する常緑萌芽林として，新たにコシダーウバメガシ群集が記載された。

22）　コシダーウバメガシ群集（表10）

　　　Gleiche貸io－Quercetum　phillyraeoidislmai1965

　コシダーウバメガシ群集は，高木層や低木層に優占するウバメガシや高被度に混生するヤマモ

モ，シャシャンボなどの区分種群により識別された。本地域では浜岡町の浜岡原子力発電所に隣

接した後背砂丘地や沿岸部の台地，丘陵地の常緑萌芽林として，比較的広くみられる。コシダー

ウバメガシ群集と同質の常緑萌芽林として，本地域では，カナメモチーコジイ群集の生育域では，

コジイ萌芽林が比較的広範臨に分布している。

K：．落葉二次林　Secondary　forests　domillated　by　deciduous　trees

　本調査地域の内陸部の丘陵，低山地帯には，スギ，ヒノキ植林や常緑萌芽二次林に混じって，

クリ，コナラ，ミズナラなどの優占する落葉二次林で被われている。本地域では，既存の現存植

生図（宮脇。村上1986）の凡例においてクヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集，タリーミズ

ナラ群集が記載されている。

23）　クヌギーコナラ群集

　　　QuercetuIn　acutissimo－serrataeMiyawaki1967

　クヌギーコナラ群集は，クヌギ，シラカシ，チャノキ，キンラン，シュンラン，ホソバヒカゲ

スゲ，ケスゲなどを群集識別種として区分される台地，丘陵地に分布する落葉二次林である。今

回の調査では30km圏の植生図の凡例として示された。クヌギーコナラ群集は主として掛川市大

和田付近の低山地帯にその分布がみられる。

24）　クリーコナラ群集

　　　Castaneo－Quercetum　serrataeOkutomi，TsujietKodaira1976

　クリーコナラ群集は，チョウジザクラ，マメザクラ，ウラジロノキ，アワブキ，ダンコウバイ，

オトコヨウゾメ，コゴメウツギ，ウリノキなどを群集識別種として区分される丘陵から山地帯に

かけて分布する落葉二次林である。今回の調査では30kln圏の植生図の凡例として示された。ク

リーコナラ群集は主として掛川市北部および金谷町付近の山地帯にその分布がみられる。
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　　　　表10．コシダーウバメガシ群集

Gleichellio－Quercetum　phillyraeoidis

Reiev（…　no．：

Elevation（田）：

Aspect：

Slope（　）：

Square　sizeω＝

｝｛eight　of　tree　layer－T（m）：：

Cover　Qf　tree　layer－T（鬼）；

Heigh七　〇f　shrub　layer－S（俄）：

Cover　of　shrub　layer－S（鬼）：

｝｛eight　of　herb　layer－H（m）：

Cover　of　herb　layer－H（駕）：

Nu猷ber　of　species：

調査番号

海抜番号

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草木層の高さ

草木層植被率

出現種数

69

30

㈱
25

40

　8
90

　2
10

0．1

　5
23

Character　and　differential　s　ecies　of　ass．＝群集標徴種・区分種

Q琶θγcu3　♪互｛LLyγαeo｛dθ3

醒yγゴ。α　γ批bγα

yαCC漁拙隣bγαctε4εU鍛

Pyγγ05£α　乙｛れ9tゐα

L19琶3tγ撒」⑳0短C批撮

Pα♪汽πゆ九y乙L撚tε｛」5隣απれ｛｛

Pεγ5θα　ε涯u箆bεγ9｛ゴ

α撒α縦om㎜」⑳0漉C㎜

α撒ω護0酸即1Cωゆ彪0γα

11θκ漁εε9γα

C｛Z5孟α箆0ρ3五5　C1此♪｛dαtα　var．　5｛θboLd｛｛

TθγれS亡γ0θ議乞4　gy拠7しα托¢霞θγα

Podooαγ♪u5　撤αcγof）｝しyZ乙u5

0ρ五｛oかgoγLO｝しψ｛1

ウバメガシ

　ヤマモモ

　シャシャンボ

　ヒトツバ

ヤブッバキクラスの種

　ネズミモチ

　ヒメユズリハ

　タブノキ

　ヤブニッケイ

　クスノキ

　モチノキ

　スダジイ

　モッユク

　イヌマキ

　ナガバジャノヒゲ

T

S

T

S

H

S

T

S

S

T

S

S

S

H

肝

4・4
十

2・2

＋・2

＋・2

1・2

1・1

十

÷・

1・1

十

十

十

十．

．十

その他の種Other　companion：P漁u3　th撒わθγg巨クロマツT－1．2，0εL頁53｛π飢5｛s　var．」α♪o頃。αエノキS一＋，

Pαγtκεπocf35賦s　tγfc㍑3か掘α芭αツタH一＋．2，　Cocc漉us　oγ尻cu乙α‡u5アオツヅラフジH一÷，0♪h謙θ職s　uπd混αh一

∫oL｛麗var．」妙。短cu5コチヂミザサH一＋，08肱3ε微s　oγ腕。厩α施3ツルウメモドキH7＋．2，　Lo熱α仇θ搬激

gγαc就θササクサH一÷，R触35uccθd飢εαハゼT－1．1，匪一＋．2，　Po砂goπ就㎜odoγαt臓var．か厩頁且oγ㎜アマドコ

ロH一＋．

調査地Location：浜岡町Ha阻aoka－cho，上ノ原Uenohara．調査年月日Daしe　of　re｝ev壱：1993年8月25臼．

25）　クり一ミズナラ群集

　　　Castaneo－Quercetum　grosseserrataeOkutomi，TsujietKodaira1976

　タリーミズナラ群集は，オオモミジ，コハウチワカエデ，ウリハダカエデ，アズキナシ，ホツ

ツジ，タムシバ，マンサク，ツノハシバミなどを群集識別種として区分される山地帯に広く分布’

する落葉二次林である。今回の調査では30圏の植生図の凡例として示された。タリーミズナラ群

集は小面積ながら内陸部の山地帯にその分布がみられる。
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L．先駆性二次林　Secondary　forests　dominated　by　pioneer　trees

ヤブツバキクラス域の谷部の崩壊地あるいは伐採跡地などの陽性先駆林としてアカメガシワ，

カラスザンショウ，クサギなどを優占種とした夏緑二次林が局地的に発達する。既存の調査の報

告書では，暖地生干緑広葉樹林としてヌルデーアカメガシワ群落が，先駆性低木林としてヤシャ

ブシーヤブウツギ群落が記載されている。今回の調査では，先駆性二次林としてクサイチゴータ

ラノキ群集が確i認された。

表！1。クサイチゴータラノキ群集

　Rubo　hirsuti．Aralietum

Relev（…　no．：

Elevation（凪）：

Aspect：

Slope（o　）

Square　size（㎡）：

Height　of　over　もree　l＆yer－T（m）：

Cover　of　tree　layer－T（％）：

Height　of　shrub　layer～S（m）：

Cover　of　shrub　layer－S（露）：

Height　of　herb　layer一婦（渕）：

Cover　of　herb　layer－H（鬼）＝

Number　of　species：

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現理数

78

50

E

30

50

10

go

3

20

1

80

49

＿：群集標徴種・区分種Fα9αγα　αゴ乙απ孟乱0｛dε5

R触3」⑳απ｛cα

再fαL乙0孟賦5　」α♪0れ｛CU3

R廿bU5飯γ5麗1£3

R九u5　3～ゑccθdα7tεα

EuSC4か乱ゴ5　」α♪07亀｛Cα

カラスザンショウ

ヌルデ

ア臨地ガシワ

クサイチゴ

ハゼ

ゴンズイ

T

T

s

T

S

H

S

S

5・4

1・1

1・1

1・1

1・2

2・2
十

十

その他の種Other　co旧panion：Ooγπu5わγ4c妙加dαクマノミズキT－L1，　C飢巨5　s加飢58　var。」⑳o編。αエノ

キS－1．1，CαLhcαγ♪α∫⑳o溢。αムラサキシキブS－2．2，　Q㍑εγcu5αcuh55加αクヌギS－L1，　V沁um㎜d犯飢¢

厩吊ガマズミS一＋．2，凸cu5εγεc掘イヌビワS叶，　Dα錬酒旅謡本撫tθわ錨α箆垣｛ヒメユズリハS紬，3紺放ズ

。厄照サルトリイバラS一＋，H一＋，　Fαts紐」＠oπ｛cαヤツデS一÷，翫γyα」の侃｛c戊ピサカキS一・卜，　L｛gu3‘γu蹴

obtus｛∫o巨撒イボタノキS一＋，　Q㍑εγcu55θγγαtαコラ辱ラS一＋，峨5cαπ漁u55加ε陀s｛5ススキH－L2、　Puθγα頁α

‘o肱tαクズH一÷、0αγεx乙飢t4ナキリスゲH一÷。2，30こ｛dαgo厩巨53加αセイタカアワダチソウH－1．2，　Cyc己。－

50γu5αc㎜搬α施5αホシダ猛．一＋．2，　Dfαγγh飢α」α♪oπ｛cαタツノヒゲH一＋，　Oo㎜εL撫αco漁u頂5ツユクサH一＋，

AchW疎漁θ5」αρo冠。αヒカゲイノコズチH－L2，　Lα♪5飢αのogoπo湿θ55コオニタビラコ臣1．2，　Rublz3馳εγgeれ

フユイチゴH一÷．2、む｛L｛㎜αuγαt㎜ヤマユリH叶，P乙戯。配α5施3　d｛3‡｛薇㍑5　var．　g搬わεγネザサH一＋．2，　Pαedθ一・

γ｛α5c配服飢5　var．俄α｛γθ｛8ヘクソカズラH一＋、0♪h5肥πu5　var．知♪o冠cu5コチヂミザサH一÷，恥励繊y頃α

coγdα旅ドクダミH一＋．2，　Tγαc舵乙。砂ε糠u襯α5毎巨cu襯var．加tθγ肥d｛嫌テイカカズラH一＋。2，　Cαγθx惚πcεo一

乙認αヒカゲスゲH一＋．2，腕oLαgγy♪ocgγユ3タチツボスミレH一＋，　Dfo3coγεα」αρoπ｛cαヤマノイモH一＋，　P｛tεo－

3ρoγ～塘to尻γαトベラ捧＋，　Pαεγ漁毎画己Lo5αオトコエシH一一÷．2，丁頁薇05α寵舵5　cuc嫌θγo掘θ鎌カラスウリ

臣＋，A地b紐叙漁α施アケビH一＋，距5施Cαθ乙α擁0γ化ロバノウシノケグサ麹一÷，　Aγ‡θ厘5詔翻加CθρSヨモギ

H一＋，P乙ε｛o尻砺加s∫oγt撒戯チゴザサH…｝・。2，　Lαc隠。α餓直。αvar．　Lαd堅剛αεアキノノゲシH一＋，ぬbu3かαZ一

照拡sナガバモミジイチゴH一＋．2，融醜s厭cγo擁yLL聡ニガイチゴH一＋，　A帥厩。αゆαeαtγ｛sウe猟α縦ヤプマメ

距＋，εαγ2κ£擁5tαC妙αモエギスゲH一＋．

調査地Locaもion：浜岡町Ha田a◎ka－cho，佐倉Sakura．調査年月日Date　of　relev6：1993年8月25日．
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26）　クサイチゴータラノキ群集（表11）

　　　Rubo　hirsut量一AralietumMiyawakietal．197！

　クサイチゴータラノキ群集は，暖地生の先駆性高木種であるハゼ，アカメガシワ，カラスザソ

ショウ，ヌルデおよび林床に生育するクサイチゴ，タラノキなどで標徴，区分される先駆性二次

林である。本調査区域内では，浜岡町上ノ原でクサイチゴータラノキ群集の林分が調査された。

27）　ヤシャブシーヤブウッギ群落

　　　躍22Zf5プ乞プ那α一W窃9εZαノZOプガ∂Z〃Z4αcommunity

　ヤシャブシーヤブウッギ群落は，掛川市小笠山の周辺の林道沿いの崩壊斜面に先駆性二次林と

して発達することが報告されている（宮脇他！986）。今回の調査ではやシャブシーヤブウッギ群

落は確認されなかった。

M．針葉樹二次林　Secondary　forests　dominated　by　evergreen　pin¢

　内陸部の丘陵，低山地撒こは，高木層にアカマツの優占した針葉樹二次林であるモチツツジー

アカマツ群集が広く分布している。

28）　モチツツジーアカマツ群集（表12）

　　　RhodOdendro　macrQsepah－Pinetum　densiflGraeSuz．一Tok．1966

　掛川市，袋井市，小笠郡大東町との境に位置する小笠山（264m）の山麓の尾根部には低木層の

モチツツジで標微，区：分されるモチツツジーアカマツ群集が分布している。モチツツジーアカマ

ツ群集の林床にはモチツツジの他，シャシャンボ，ナツハゼ，スノキ，ミツバツツジ，トウゴク

ミツバツツジ，ヤマツツジなどのツツジ科の低木類が高被度，高頻度に生育している。

N．植 林Forest　plantations

　本調査地域の内陸部の台地，丘陵および山地帯にはヒノキ，スギなどの常緑針葉樹が広く植栽

されている。また沿岸地域の砂丘地および風成砂の堆積した台地，丘陵地ではスギ・ヒノキ植林

は少なく，クロマツ植林が広く分布している。

29）　クロマツ植林（表13）

　　　乃ノzz65　診hz‘アz∂82膚9ガforest　plantation

　沿岸部に形成された砂丘列上には，飛砂防止，潮風防備林としてクロマツの植林が広く行われ

ている。海岸砂丘地のクロマツ植林では植生高1m前後で林床にチガヤ，ハマヒルガオなどが高

頻度に生育している。一方，後背砂丘地や砂丘列では，植生高！0m内外のクρマツ植林が分布し

ている。これらのクロマツ植林の林床には，ウバメガシ，ヒメユズリハなどが比較的高被度に生
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Relev（…　no．：

Elevaも玉on（田）：

Aspect：

S1◎pe（・　）：

　　　　　　　表！2．モチツツジーアカマツ群集

Rhododelldromacrosepali－Pinetumdensiflorae

Square　size（㎡）：

｝｛eight　of　over　tree　layer－T1（皿）：

Cover　of　over　tree　layer－T1（鬼）：

1｛eight　of　under　tree　layer－T2（阻）＝

Cover　of　under　tree　Iayer－T2（鬼）：

Height　of　shrub　layer－S（m）：

Cover　of　shrub　layer－S（鬼）：

Heighも　of　herb　layer－H（磯）：

Cover　of　herb　layer一蹉（Z）：

Number　of　species；

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

亜高木層の高さ

亜高木植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

田四種数

　3
200

　0
100

10

80

　7
40

　3
50

0．5

70

24

一：群集標徴種・．区分種　P｛職5dθπ3fノ乙0γα　　　　　　　　　　　　　アカマツ

　航ododθπdγ侃徽σγ05⑳α隠取　　　　　　　　　モチツツジ

γαccfπf批飛　わγαCε8αt皿η

γαCC乞γL｛U縦　0乙d乱ω風｛｛

γαccf箆｛冠πと　5配αこ乙ぎ｛　var．　9乙αわγU鍛

R九〇dodεπdγ0πd記αオω縦

1～乱Ododθ7tdγ0箆　脚αdαれU～記

1～hododeπdγ0れ蔭αε蹴ゴ）∫θγゴ

シャシャンボ

ナツハゼ

スノキ

ミツバツツジ

トウゴクミツバツッジ

ヤマツツジ

T

s

H

S

s

H

s

H

S

S

H

5・5

2・3

1・2

＋・2

1・2

十

＋・2

十

1・1

1・1

÷

その他の種脱her　companion：恥od｛o諏熈κゴ箆初搬器タカノツメT2－L1，　Quθγcu3錬f㍑yαco｛dθ3ウメバガシ

T2－L2，　S4．2，脱γyα」＠o酒。αピサカキT2－1．1，　S一＋．2，且θκかed撒cuLosαソヨゴS一＋，　Q麗γ偲55θγγα‡αコ

ナラS一←，梅γ5餓θ5θgぬπれタイミンタチバナS一＋，勲u5εγ詫九〇cαγραヤマウルシS一÷，　Lyo煎a　o麗巨∫o漉α

var．θm♪巨。αネジキS一÷．2，　Fγα短煕33｛θbo己df飢αマルバアオダモS一＋，　CLε施γαb£γb説θγ腕3リョウブS一＋，

P｛2頁sj＠o垣。偲アセビS－1．1，梅γ｛c俣羅bγαヤマモモS一＋，　DIcγ猷。飢e頁s　4｛欲otG撤αコシダ臣4．4，

雁5cα雪融55鋭飢調5日目キH一＋．2，　Pyγγ05｛α乙漁g甑ヒトツバH一＋，αθIc舵π語」α♪o煎。αウラジロH－L2．

調査地Locatio獄　袋井帯Fukuroレshi，小笠山Ogasa－ya冊a．調査年月日Date　of　relev6：1993年8月25臼．

湿している。

30）　スギ・ヒノキ植林（表楓）

Cザツノ）’o規εプ∫σブαメ）oηゴαz　and　Cんα7παα男）αア・∫50∂’z‘5αforest　plantations

潮風の影響がなくなる内陸部の台地，丘陵，山地には，広くスギ・ヒノキ植林が行われている。

一般的にスギは，土壌の湿性な谷部や凹状地に，またヒノキは土壌の乾性な尾根部や凸状地に植

林されることが多いが，今回の報告書ではスギ・ヒノキ植林として一括して記載された。

3D　アカマツ植林

P〃z～‘546π5切orαforest　plantation
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　　　　　　　　　C’ツρ’o〃16’ゴα∫α汐

A：スギ植林
　　　Cノ：〉ソ）彦。〃～（〃闇’αノゆ。／z∫‘α　forest　plantation

Com鮎uniもy　type＝

Serial　no．：

Relev〔…　nO．：

E豆evationω：

Aspect：
S10pe（。　）：

Square　size（㎡）＝

Height　of　over　tree　layer－T（m）：

Cover　Qf　over　tree　layer－T（％）：

Height　of　under　tree　layer－T2（m）：

Cover　of　under　tree　layer一・T2（鬼）：

Height　of　shrub　　layerL・S（m）：

〔＝over　of　shrub　layer－S（器）＝

Height　of　herb　layer－H（旧）：

C◎ver　of　herb　layer－H（鬼）：

Number　of　Species：

　　　表14．スギ・ヒノキ植林

。〃’ビα　and　C1～α〃～αεO，1＞α1曜～∫oゐ彦～’5α　forest　plantatiolls

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

高

高

亜高

亜高

低木層の

B

木層の高さ

木屑植被率

1ヒノキ植林
C1～αノπごzε‘入りα1ゾ∫oδ友‘∫αforest　plantation

　　　　　　　　　　　　　　［亙匝］

　　　二二の高さ

　　　木層植被率

　　　　　　高さ

低木層植被率
草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

　1

71

40

NE

45

150

18

90

　6
40

　2
40

9．5

40

35

　2

74

70

　E
30

400

15

90

　9
10

　3
50

0，4

40

30

　Cγyl）‘0酸θγゴα」ζz♪07L｛σα

　〇九α鐸！αθσy∫）αγ15　0bt㍑Sα

植栽樹種

　スギ
　　ヒノキ

ヤブッバキクラスの種
　ヒメユズリハ

　ネズミモチ

　ビナンカズラ

TL

Tl

T2

s

s

s

H

S

s

H

s

S

“

H

S

H

H

H

l1

5・5

◆

Dαか九托｛か九yL己u搬　εθ乞」5蹴αれ7しゴ｛

Lゴ9祉5εγU蹴　」｛ゆ0箆｛α此血

καdS乱γ｛z　j農f｝0箆fcα

0ε瓦dγo♪αれακεγげ｛（馳5　　　　　　　　　　　カクレミノ

Tγ4c舵乙osヵε撒批搬αs彪ホ｛c艮巖var．漁tε勲εd｛㎜　テイカカズラ

Pθγ3θα　直｝掘πbθγ9ゴf

O｛ππα蹴0縦U配　」ζゆ0π｛C㎜

正）γyo♪εεγ｛S　8γyε｝しγ030γα

H8dεγα　γ乱0飯bεα

かodOCαγ！）混S　躍14Cγoか配yL乙U5

　3tαUπto7頁α　陀eκ｛ψ｝しy己乙α

　0ρ鮭｛ol）ogoπo肋｛f

　4γdゴ5ゴ6三　〇γθηご2‘一

　FICU5　θγ2Cこα

Dγyoρεθγf5　b証S3θεΣαπα

0かε｛5飛e7L㍑5　琶ηd艮乙α之乏∫oL乞u3　var．　」α♪o耗乏cu5

Pαγt九9710cf3SUS　オγ｛C泌5f）歪dαt£

タブノキ

ヤプニッケイ

ベニシダ

キヅタ

イヌマキ

　ムベ

　ナガバジャノヒゲ

　マンリョウ

その他の種

　イヌビワ

ヤマイタチシダ

コチヂミザサ
ツタ

T2

s

H

H

H

　◆

5・5
1・1

2・2　一ト

1・2　＋
＋・2　　・

1・2　＋
＋・2　1・2

＋・2　　・

2・3　2・3
＋・2　＋・2

＋・2　＋

2・2　2・2

1・2　＋
　・　　　十

　十　　　十

＋・2　＋・

＋　　1・2

＋・2　　＋

3・3
　十

　十

　十

　十

　〇

十．

十

÷

f・2

出現1回の種⑪ther　co囎an孟on：通し番号Serial　no。ユ：梅。爾3齪58胃6認シロダモS一斗．．2，　Piぬ。わ故5ま混5

3勲。頃1メダケS一＋，丁舵αs軌飢5｛3チャノキS一＋，恥5cの厄5」α加短εαゴンズイS一÷，　Fαto忽」の。煎。αヤツ

デS一＋，Aγd応fα」妙。垣。αヤブコウジH一＋，　PoLygo湿胤∫｛h∫omεミズヒキH一＋。2，　Coγれ。餌8γ｛5　dεc群γεπtl一

α乙α掘シケチシダ旺＋，Cαγθxπ伽θL蝕ホソバヒカゲスゲH一＋．2，配妙γ飢抜θsjα加酒。αヒカゲイノコズチH一

＋，2，0γyoか亡gγ｛3ραc｛∫｛cαオオイタチシダH一＋、剛5詑γ按∫Loγ｛bu磁αフジH一＋，0♪厄oρogoπ」αか。函。艮sジャノ

ヒゲK一＋，0γyo♪t顔3瞭｛ノoγ厘5オクマワラビH一一1．2，　llo祉‡隠y而αcoγdα亡αドクダミH－1．2．通し番号Serial

no．2：Qu8γc艮s　sθγγα毎コナラT－L1，　Quεγc琶5　g抜ucαアラカシT－L1，　S－2．3，　Cμ蕊απo♪5f3　c批5♪戴α旅var．

5｛θboLd巨スダジイS－2．2，梅γ3加ε52gぬ垣f5タイミンタチバナS一＋．2融γyα」α♪o厄。αヒサカキS－L2，
T8γ箆5εγoε勲旋2gy勲2z2η毒海θγ2モッコク　S一＋，　‘｛2漉8昆ゴ認♪oか。箆ゴε8　ヤフ？ツノ寸ヰLS一＋，　骸26‘ゴ箆乞㍑縦　わγα‘ε8認ε㎜シャシャ

ンボS一＋，CαU詫αγ♪α」α♪o箆｛cαムラサキシキブS一÷，丑eκ漁tegγαモチノキS一＋，　Pyγγ03｛α巨箆guαヒトツバ

H－L2，　Ptε頁5概5♪αγアマクサシダH一÷．

調査地Locationsl通し番号Serial　no．1：浜岡町Ha阻aoka－cho，佐倉Sakura．
町Ha脇oka－cho，郷Gow。調査年月日Date　of　relev6：1993年8月25日．

通し番号Seria．l　no．2二浜岡
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本調査地域ではアカマツ植林の面積はせまく，やや内陸の丘陵尾根部などに局地的にみられる

（宮脇他！986）。今回の調査ではアカマツ植林は調査されなかった。

32）　ユセアカシア植林

　　　R・伽ゴ妙・副・α・礁αf・・est　plantati・n

マメ科植物のニセアカシアやエンジュなどは，早期緑化木として砂丘地や荒廃地にしぼしぼ植

A　マダケ林

　　P塀Z・∫ごσc妙∫疵9‘L1－bamb・c　gr・ves

Co旧m雌“iもy　type：

Serial　no．：

Relev6　no．：

Elevation（疵）：

Aspect：

Slope（。　）：

Square　size（㎡）；

Heighむ　of　over　tree　layer－T（潅）：

Cover　of　over　tree　layer：T（渚）：

Covef　of　shrub　layer－S（皿）：

Cover　of　shrub　layer－S（鬼）：

Height　of　herb　玉ayer－H（m）：

Cover　of　herb　layer一｝｛（鬼）：

短u匪ber　of　species：

表！5．竹　　　林

Bamboo　gr・ves

　　　　　B：メダケ群集

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

Pleioblastetum　simonii

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

1　　2
68　　57

20　　40

　0　　0
25　　40

　9　　7
90　　90

　1　1．5

　5　　10

0．1　G．4

　5　　70

　9　　23

Differential　s　ecies　of　comm．：

帥y乙巴05tαC乱y5　bα加bu50重dθ5

群落区分種

　マダケ

Pこ8fo配α5tUS　5勲0れf1

Ω一：　hgUS乞γ斌口Uα♪0頃CU搬

　PodOCαγ♪U5　撤ζZCγ0♪hyこしu37L

群集標徴種

　メダケ

その他の種

　ネズミモチ

　イヌマキ

T

S

T

S

　s
事，翌

5・5　　・

＋・2　　・

・　5・5

・　＋・2

＋・2　1・1

＋　　÷・2

出現1回の種Other　species：通し番号Serial　n◎．1：σαLL‘cαγ♪a掴加冠。αムラサキシキブS一÷、‘occ就器

oγb｛6協α施3ア渉ツヅラフジ猛一÷，Oo撒θL加αco臓u冠5ツユクサH一÷，舶かεio♪5おbγθ”f♪θd撒。虹就αノブドウ

i｛一＋，0か配。♪ogoπ」α♪oπ｛c器ジャノヒゲH一÷．2，4γd｛5｛α」⑳o短。αヤブコウジH一÷。通し番号Serial　no．2：

L｛gu5εγ蝋ob施3ザoh嫌イボタノキS－1．1，　Quθγcu3　gLαucαアラカシS一＋，勘γ記α撒bγμヤマモモS一＋，　Hθdεγα

流。配bθαキヅタH一÷．2，Pftto5♪o微議孟。版γαトベラS一÷，　Euγyαゴ妙。恵。αピサカキS－1．1，丁舵α5加斜3｛5チャ

ノキS一＋．2，P召γ5θα琉肱δθγgれタブノキS－1．1，　Dα擁頃ρ妙昆u融ε飢」鎌飢π巨ヒメユズリハS一＋，εf凱伽。旧㎜

」⑳o糠cu峨　ヤブニ・ッケイ　S一÷，　Ho冠ttuyπ語coγdαtαドクダミ　H－4．4，0♪巨5縦ε泥us批賊琶Lμεf／o乙歪賦3　var．∫αρoπ琶一

偲3コチヂミザサH－2．2，4c妙γ猟旅θ3」砂。頃。ユヒカゲイノコズチH－1．2，0ydo50搬5蕊。㎜｛παtu5ホシダH一＋．2，

廉擁鉛αγ加θα‡頁5加撒αヤブマメH一÷、Pαεdεれ05cα掘飢3　var．融α｛γe｛ヘクソカズラ衰一÷，　Oyγ拓厘蝋ず厩。4－

t蹴オニヤブソテツH一＋，Dγyの施頁5δ｛55θれ伽αヤマイタチシダH一＋，　Aγの5短cγε舷施マンリョウH一÷，

4帥砂頭撒加戯5U服トラノオシダ輩一＋．

調査地Locaもi◎n：通し番号Seriaho．1：浜罵町胎陥oRa－cho，上ノ漂Uenohara．通し番号Serial　no。2：浜
岡町Hamoka－cho，発電所構内Nuclear　power　s七a七ion．調査年月日D説e　of　relev6＝通し番号Seria玉ao．1：

1993年8月25田．通し番号Serial　n◎，2：1993年8月24日，
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栽される。既存の現存植生図（宮脇他！968）では，ニセアカシや植林の凡例として取り扱われ

ている。

0。竹　 林Banlboo　groves

　本調査地域内の台地，丘陵地の斜面下部や沖積低地では，しばしぼ食用の筍の栽培を屋的とし

てモウソウチク，マダケなどが植栽されている。

33）　マダケ・モウソウチク林（表15－A）

　　　勘ツ〃05’α（ゾ3ツ∫π∫9γαand　1≧　6αノπムπ50f68∫barnboo　groves

　本調査地域内の丘陵斜面下部および谷底など，比較的土壌水分条件の湿潤な立地にはモウソウ

チクやマダケがしばしぼ植栽されている。林床は全般的に薄暗い。このため竹林の種組成は貧弱

で，低木層にネズミモチ，イヌマキ等の常緑低木が散生し，草本層の植被率は5％内外とわずか

で，アオツヅラフジ，ジャノヒゲ，ツユクサ，ノブドウ，ヤブコウジなどが点在するだけである。

34）　メダケ群集（表15－B）

　　　Pleioblastetum　simonii　Minamikawa1970

　メダケ群集は，メダケを標二種として区分される。一般的にメダケ群集は，河川沿いの河岸段

丘などに帯状の群落を形成する。今圓の調査では，浜岡原子力発電所構内でメダケ群集の分布が

確認された。このメダケ群集では，植生高7m内外でメダケが優占し，低木層には，ヒサカキ，

タブノキ，チャノキ，ヒメユズリハ，ヤブニッケイ，アラカシ，ヤマモモ，トベラ等の常緑低木

が低感度で散生している。草本層にはドクダミ，コチヂミザサ，ヒカゲイノコズチなどが高被度

に生育している。

P．二次草原Secondary狙eadow

　森林植生が伐採や火入れ，開墾などで破壊された跡地や，耕作が放棄された跡地には，遷移段

階の初期において，ススキ，ネザサなどの優占する二次草原が発達する。これらの二次草原は，

刈り取り，野焼きなどの人為的管理下で持続する。しかしこれらの人為的干渉が停止されれぽ，

多くの二次草原はその土地本来の森林植生へ遷移していく。

35）　ネザサーススキ群集他（表16－A）

　　　Arundinario　pygmaeae－Miscanthetum　sinensis　Miyawaki　etItow

　　　　1974and　others

　丘陵地に取りつけられた道路沿いの空き地，水田，畑地の周りの畦地など定期的に刈り取り，

火入れなどが行われる所や，耕作が放棄された古い畑地跡にはネザサ，ケネザサ，ススキの混生
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　　　　　　　　　　　　　　　　蓑16．二次草原

　　　　　　　　　　　　　　　　　Secondary　meadow

A：ネザサーススキ群集

　　Arundinario　pygmaeae－Miscanthetum　sillensis
B：コマツヨイグサーチガや群落
　　06〃。〃z召1rα♂αご’ノ1’α孟α」ンノψ召ノ「α’α（ツZ〃z4r∫ぐαvar．ん08〃～9ガcommunity

C：ヤハズソウーシナダレスズメガや群落
κ～4〃〃π8’噂07σ’α5々弓磁α一Eノ・α91・o∫々∫αぜ1・ηz4αcommunity

Co凪mun玉ty　type：

Serial　no，：

Re互ev6　no，：

Elevationω：

Squaer　s量ze（㎡）：

｝｛eight　of　vegetation（匪）：

Cover　of　vegetation（％）：

麗umber　of　species：

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

調査面積

植生高

植被率

出現種数

1　　2　　3
77　　4　　25
60　　20　　20

　3　　5　　25

L6　0．4　　1
100　　100　　70

19　　12　　18

一：群集標徴種・区分種臨5cαπ捷uss｛7tθ箆s乞5

P乙ε乞obこα5ε㍑3　d｛S拒C彪駄5

　1鷹♪θγαtαoyL餓dγ乏0αvar漉0θπ｛9｛乏

　CαγθX　∫｛bγ｛L己05α

　εγαわγost歪3　C批γ”～見α

　κ混紺農θγ0ωfα5亡γ歪ごztα

　30巨dα90復乙孟｛33加α

　Aγtε瞬5ゴαργ肋。⑳5

　Lε5かdε乞αC蹴εαtα

　PζZεdθγfα　5Cαπ（乏εd5　var．　持tα乏γθ乏

　0θ剛ねeγαεγy勤os帥αLα

　08～η撫θγ記Zαc脱罐志α

　ススキ

　ネザサ

群落区分穐

　チガヤ

　ハマアオスゲ

　シナダレスズメガヤ

　ヤハズソウ

その他の種

　セイタカアワダチソウ

　ヨモギ

　メドハギ

　ヘクソカズラ

　オオマツヨイグサ

　コマツヨイグサ

5・4　・

1・2

○

○

1・2
十

1・2

＋・2

十

　’

5・5　・

1・2　・

　・　3・4

　・　3・4

　・　＋・2

　・　　十

　・　1・2

＋・2　・

　・　　十

十　　÷

出現1回の種〇七her　companion：通し番号Seria正no．1：P麗γ4頁dobαtaクズ2．3，　Ru椥5姫γ5utu3クサイチ

ゴ＋，暇5εεγ毎∫乙oγ£b撒dαフジ＋，Oocc厩u50γbfcu乙αtαアオツヅラフジ＋，　Aπg飢｛ca　dθcuγ3ゆαノダケ＋．2

0αγθxL明君ナキリスゲ＋．2，Tγ乏oyγ巨3配γtαホトトギス＋．2，D蹴α3彪εγ撒。αtαノササゲ＋、Lαc加。α翫一

dfcαvar．乙αc四四εαアキノノゲシ＋，磁蝕5加喧騒usナガバモミジイチゴ季，ご配γθx乙θucoc配oγαアオスゲ＋

Lθ帥θdεzαわ｛coLoγf．2c鴻｛∫o巨αヤマハギ1．1．通し番号Serial　no．2＝Cα砂5施g地so乙d礁θLLαハマヒルガ

オ＋，C4γεκ♪u肌鷺αコウポウシバ＋．2，　Ru棍θκαcεtosαスイバ＋，4縛θLo鎚おわγε厩♪θd撒。説α毎ノブドウ＋．2

P｛紘3抜蹴beγg鋭クロマツ＋，γ鷲f5ガ。｛∫o巨αvar．語bα旅エビヅル1．2，　Fθ3tucαεL厩加γヒロバノウシノ

ケグサ＋，30πch鵬oLθγαcθu3ノゲシ＋．通し番号Serial　no．3：彦頁gεγo箆。飢αd飢s乏5ヒメムカシヨモギ1．2

D｛g｛tαγ毎αd5c飢dε籠3ヒメシバ＋．2A融bγ05｛ααγtθ戚5£α2∫oL地var．　eぬ巨oγブタクサ1．2，　E質gεγoπsu縦αt一

γ飢5f5オオアレチノギク1．2，　R蝋θxαcθεosθ乙Lαヒメスイバ＋．2，　J撒cu5ε傑直sクサイ＋，地dyot｛3　dザ拠5ユ

フタバムグラ1．2、Cy舵毘3雇cγo艀｛αカヤツリグサ＋．2，俵疎。加d馳観α沁u融シロザ＋，θπα諏¢巨撒似γ拠一

γθ猟チチコグサモドキ＋，税鍬s鍛θ｛屈fcαオヒシバ＋．2．

調査地Locations：通し番号Serial　no。1：浜岡町Ha陥oka－cho，串ケ谷池Kushigatani－ike．通し番号Seri－

al　no．2：浜岡町H磁aoka－cho，浜岡砂丘H孤aoka　dune．通し番号Serial　no．3：浜岡町Ha田aoka－chQ，池新

田Ikeshinden，調査年月日Date　of　relev6：通し番号Serial　n。．1，3：1993年8月25臼．通し番号Serid
no，　2：1993年4月19日．
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した二次草原が分布している。これらの二次草原は中部地方以西に広く分布し，ススキ，ネザサ，

ケネザサを標徴種あるいは区分種とするネザサーススキ群集に纒められる。本調査地域ではネザ

サーススキ群集の他，海岸砂丘地の二次草原であるコマツヨイグサーチガや群落（表16－B）や

沿岸沖積低地の造成地における二次草原であるヤハズソウーシナダレスズメガや群落（表！6－

C）などが調査iされた。

Q．伐採跡地植生　Vege之ation圭n　cleared　areas

　ヤブツパキクラス域の伐採跡地には，ベニバナボロギクーダンドボロギク群集やクマイチゴー

タラノキ群集などの伐採跡地群落が発達する。

36）　ベニバナボ日ギクーダンドボ日ギク群集他

　　　Crassocephalo　crepidioidis一£rechtitetum　hieracifoliae　Miya－

　　　　wakli　1972　and　others

　二次林や植林等が伐採された跡地には，伐採後1～3年の間にはベニバナボロギクーダンドボ

ロギク群集など1年生草本植物を中心とした草本植生が，また3年目以降はクマイチゴータラノ

キ群集などの低灌木類の優曝した群落が発達する。

R．路傍・路上雑草群落　Roadside　and　o数一road　weed　communities

　林縁や路傍の暴馬地には多年生の草本植物から構成されたヨモギクラスの植生が発達する。一

方，人による酒煎を受ける路上では1年生および多年生草本植物から成るオオバコクラスの植生

が発達する。本報告では，路傍・路上雑草群落として一括して記載された。

37）　アキノノゲシーカナムゲラ群集

　　　Lactuco　indicae－Humuletum　laponici　Okuda1978

　適潤で富栄養な条件の路傍や畑作放棄地，河川の河岸段丘面等には，カナムグラ，アキノノゲ

シなどにより識別されるアキノノゲシーカナムグラ群集が生育している。本調査ではアキノノゲ

シーカナムグラ群集は確認されなかったが，既存の現存植生図と同様に，現存植生図の凡例とし

てアキノノゲシーカナムグラ群集が示された。

38）　カゼクサーオオバコ群集

　　　Eragrostio　ferrugineae－Pla鼠aginetum　asiaticaeTx．！977

　水田，畑地周辺の畦道上や農道上は人間や車による頻繁な踏圧により地面が固結し，降爾時に

は透水性が悪く，容易に水溜まりができる立地となっている。そこにはオオバコ，カゼクサ，ネ

ズミノオなどの草本植物からなる路上雑草群落が発達している。このような比較的乾性～適湿立
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地の路上雑草群落はカゼクサーオォバコ群集にまとめられる。今回の報告では，カゼクサーオオ

バコ群集の具体的記載は行われなかったが，現存植生図の凡例として示された。

S．人工草地Artificial　grasslands

　人工草地とは，道路沿いの法面の牧草の吹き付け，ゴルフ場の芝張りなど人為的に造られた草

地を意味している。本調査地域ではコウライシバ群落が確認された。

39）　コウライシバ群落他（表17）

　　　Zoツ5乞α彦8πz〃bZ∫αcommunity　and　others

　浜岡原子力発電所構内では，緑地帯にノシバやコウライシバ等による芝張りが行われている。

発電所構内で調査されたコウライシバ群落では，コウライシバに混じってニシキソウやハマスゲ

が比較的高被度に生育している。

Relev6　no．：

ElevatioO　（阻）：

Aspecむ：

SIope（。　）：

Square　size（㎡）：

i｛eight　pf　vegetation　（c四）：

Cover　of　vegetat｝on　（鬼）：

Nu血ber　of　species：

表17．コウライシバ群落

Z・ツ∫～α孟8顧μ∫αC・mmunlty

　　　調査番号
　　　海抜高度
　　　方位
　　　傾斜
　　　調査颪積
　　　植生高
　　　植被率
　　　出現種数

55

10

0

20

10

9G

王1

一　　　　　　　　　　　　植栽種
　Zoy3｛αtε麗ε∫o己｛α　　　　　　　　　　　　　　コウライシバ　　　　　　　　　　　　 5・5

その他の種脱her　co田panion；Cy早れ眉γo重猟du5ハマスゲ2．3，山止oγb｛αρ3ε批面。九㎜α85ycεニシキソウ2．2，

0翼odoπ面。εy乙。πギョウギシバ＋．2，　Ixεγ｛5　dεπt飢4ニガナ÷．2，　D｛g｛施γfααdscεπd飢5メヒシバ＋，

儀磁。加ぬu酸αしわ撒シロザ＋，Zoy5絃」の。掘。αシバ＋，　Cyρθ拠5　f頁αコゴメガヤツリ＋，霞。蝕糀α雇5乱群｛cα

スミレ＋，Tαγαx4c琶康。∫∫｛c加認θセイヨウタンポポ÷．

調査地LocatioR＝浜岡町｝｛amaoka－cho，発電殊構内Nuclear　power　stat圭。飛．調査年月臼Date　of　relev6：1993

年8月24日．

T．常緑果樹園・茶畑　Weed　communi£ies　ln　evergreen　orchards　and　tea

　　　　　　　　　　　　　pla漁tations

　沿岸地域では，後背砂丘地およびそれに続く台地，丘陵地では柑橘類や茶等の栽培が盛んであ

る。今回の植生調査において，ミカン園ではカラスビシャクーニシキソウ群集の耕作地雑草群落

が，茶畑ではハマスゲーヨモギ群落が調査された。
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40）　カラスビシャクーニシキソウ群集（表18－A）

Pinellio　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesycis　Miyawaki
！969

沿岸砂丘地の柑橘類を栽培している所では，カラスビシャク，ニシキソウ，ホトケノザ等の識

　　　　　　　　　　　表！8．常縁果樹園・茶畑雑草植物群落

　　　　　　Weed　communities　in　evergreen　orchards　and　tea　p；antat三〇n

A；ガラスビシャクーニシキソウ群集

　　Pineilio　ternatae－Euphorbietuln　pseudochamaesycis
I3：ハマスゲーヨモギ群落
　　CM）β〃4∫1窃～4〃‘♂ど‘∫一ん「館〃”∫∠α！）プ～ノ～αψ5　community

C◎皿muni七y　七ype＝

Ser宝al　no．：

Relev6　no，：

Elevation（m）：

Square　size（㎡）：

壬｛eight　of　shrub　layer－S（田）：

Cover　of　shrub　layer－S（鬼）：

｝｛eight　of　herb　layer－H（cm）：

CQver。f　herb　layer－H（％）：

Cover　Qf　厨oss　layer（箔）：

Nu匪ber　of　species：

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高度

調査面積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

コケ層植民率

出現種数

L山塁」
1　　2
67　　66

6　　10

25　25
2　L3

60　　90

5　　10

5　　5
20　　－

21　　14

Character　and　differential　s　ecies　of　ass．：群集標徴種・区分種

　P搬εiLlα‡8γπαεα

　εu♪hoγわ歪α　ρ3εudoc九α指！αθ5yCθ

　L礁｛u蹴α飽しe短。¢u乙e

　αεγ㍑5u授5九四

　4γ亡θ雇s証αかγ1箆σ⑳3

　Cy♪θγ説3　γ0εU7Ld㍑3

　丁田θα5翫θ箆3乞s

　D｛gf放γ1ααd5cθ7tdθπ3

　Cyかθγ艮5歪γ毎

　戯の肱乙勲燃餓ゆuγθ泌1

　0ズα五｛5　coγ7巨cuLa‡α

　1κθγ乞5（孟ε厄α雄

　Poγε艮乙αcα　o乙εγ【zcεα

　EγεC海孟f孟θ5　箆｛θγαCI∫0乙fα

　カラスビシャク

　ニシキソウ

　ホトケノザ
栽培種

　ウンシュウミカン

群落区分種

　ヨモギ

　ハマスゲ
栽培種

　チャノキ

その他の種

　ヒメシバ

　コゴメガヤツリ

　チチコグサモドキ

　カタバミ

　ニガナ

　スベリヒユ

　ダンドボロギク

H

H

H

S

H

H

s

ヨ

H

H

H

ヨ

H

藍

十

十

十 ．

4・4　　・

● 十

十

・　5・5

十

十

＋・2

＋・2

÷

十

十

十

＋・2

＋・2

十

十

い2
÷

出現1回の種Other　companion：通し番号Serial　no．110αγdω漁θず乙eκ切50タネツケバナH一＋．2，　Pαθdε頁α

sc飢d繰5　var．搬。｛γe｛ヘクソカズラH一＋，恥感喜y痘εcoγdα毎ドクダミ捧＋，　L妙s飢α⑳ogo芋掘εsコオニタビ

ラコH一＋、γεγ侃｛σ復♪εγ5記αオオイヌノフグリH一÷，AcαLy帥α磁蕊γ4巨5エノキグサ臣＋，　youれ9｛4」砂。而。αオ

ニタビラコ紐ち30地職縦雇gγ㎜イヌホオズキH一＋，σo㎜8巨παco㎜猟‘5ツユクサH－1．2，　Bγyu漁αγgε漉εu酸ギ

ンゴケ睡一2．3．通し…番号Serial　no．2：Eγ｛gθγoπ♪厄‘αdθ乙♪厩。鵬ハルジオンH一÷，　P泥｛oわ抜3施5　d朝刊。繊5

var．9乙4わγαネザサH一÷．2．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：浜岡町Hamaoka－cho，上ノ原Uenohara．通し番号Serial　no．2：

御前嫡町舳aezak1℃ho，新神子ShinkangQ．調査年月日Date　of　relev奄：通し番号Serial　nQ。1，2：1993年8
月25日．
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別種群によってカラスビシャクーニシキソウ群集が識別された。カラスビシャクーニシキソウ群

集は本来畑地雑草群落であるが，今回ミカン園の雑草群落として確認された。

4D　ハマスゲーヨモギ群落（表18－B）

　　　C塑8耀5ro如zぬ5認溜2腐ガαρrガ澱ψ5　community

　御前崎地域および静岡県のヤブツバキクラス域の台地，丘陵地を中心として茶の栽培が盛んで

ある。茶畑では一般的に茶の列槙による栽培方式により，畦のマルチング，除草，施肥等の人為

的管理が十分行われていることから雑草群落の発達は貧弱である。本地域の茶畑における雑草群

落としてハマスゲ，ヨモギなどによって区分されるハマスゲーヨモギ群落が調査された。

U．落葉果樹園・桑畑　Weed　communities　in　declduous　orchards　a記mulberry

　　　　　　　　　　　　　fields

　沿岸部の後背砂丘地では，ナシ，ブドウ等の落葉果樹の栽培が小面積ながら行われている。ま

た内陸部の台地，丘陵，山地帯では，限られた面積ではあるがクリ等の落葉果樹や桑の栽培が盛

んである。今回の調査では，クリ園および桑畑の植生調査は行われなかったが，既発表の現存植

生図と同様に凡例としてクリ園および桑畑が示された。

42）　ク　リ　園

　　　Cα5伽z8α01一εηα診αfield

　ヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけての低山地帯にかけては，クリを中心とした落葉

果樹の栽培が局地的に行われている。

43）　ク　ワ　畑

　　　Mbrzφ∫ゐ。ηめツ。ゴ5　field

　ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域にかけての台地，丘陵地では，小面積ながらクワを

栽培した畑地をみることができる。

V。放棄畑雑草群落　Abandoned　field　weed　communities

　耕作など管理の停止した畑地では，ヒメジョオン，オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギなど

の生育する放棄畑雑草群落が分布している。

44）　ヒメムカシ…ヨモギーオオアレチノギク酵落

　　Eγ忽8プ07Z　6α7Zα46ノ漉5－E擁9θroπ5Z〃2Z認プ62Z5∫5　community

耕作等の管理が停止：された畑地には，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオンな
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ど帰化雑草の繁茂した状態がみられる。このような放棄畑に生育する雑草群落は，ヒメムカシヨ

モギ，オオアレチノギクなどを区分種としてヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落に温めら

れる。

W．畑地雑草群落　Field　weed　communities

　雲雀，施肥といった集約的な管理を行っている畑地には，好窒素生1年生草本植物が生育する。

45）　コミカンソウーウリクサ群集（衷19）

　　　Phyllantho　urinariae－Lindernietum　crustaceae　Miyawaki1969

　コミカソソウーウリクサ群集は，本州中部以西におけるヤブツバキクラス域の低地耕作畑地の

雑草群落である。今團の調査では沿岸後背砂丘地の畑地において，イヌビエ，アキメヒシバ，コ

ハコベ，シロザ，カヤツリグサなどを識別種群としてコミカンソウーウリクサ群集に纒められた。

X．放棄水田雑草群落　Abandoned　paddy－field　weed　communities

　休耕田など長期間湛水状態にある立地では，湿性の好窒素生草本植物の生育する放棄水田雑草

群落がみられる。

46）　アゼガヤツり一力ワラスガナ群集（表20－A）

　　Cyperetum　gioboso＿sanguinolenti　Okuda1978

　　　　　　　　　　　　　蓑19．コミカンソウーウリクサ群集

　　　　　　　Phyllalltho　urinariae－Lilldernietum　crustaceae

Re正ev6　no．：　　　　　　　　　　　調査番号　　　　　　　　　　60
Elev就ion（m）：　　　　　　　　　　　　　　　海抜高度　　　　　　　　　　　　　　　　4

Aspect：　　　　　　　　　　　　　　　　　方位　　　　　　　　　　　　　　　　　一

S三〇pe（ロ）：　　　　　　　　　　　傾斜　　　　　　　　　　　　O
Height　of　vegetaもion（cm）：　　　　　　　　　　　　　　　　植生高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

Cover　r）f　vegetaもion（％）：　　　　　　　植被率　　　　　　　　　　　70
酌mber　of　species＝　　　　　　　　　　　　出現種数　　　　　　　　　　　　　　　15

Character　and　di慧erential　s　ecies　of　ass．：　群集標徴種・区分種

　Ech魏oc配。αcγ祉5－gα艮｛　　　　　　　　　　イヌビエ　　　　　　　　　　　　　2・3

　D｛g鷺なγ毎翫。放5cθれ5　　　　　　　　　　　アキメヒシバ　　　　　　　　　　　1・2

　3tε昆αγ地網d緬　　　　　　　　　　　　コハコベ　　　　　　　　　　　　÷
　ε舵πのod飢襯α酌u凝　　　　　　　　　　　シロザ　　　　　　　　　　　　　＋
　Cy舵γu3瞬cγo｛γ｛¢　　　　　　　　　　　　　カヤツリグサ　　　　　　　　　　　＋・2

その他の種Other　co即anio顧翫gftαγ腔αb5c飢dθれ3メヒシバ3．4，　Cy㌍γu5ゴ頁αコゴメガヤツリ1．2，0κα巨3

coγ痘。楓就αカタバミ＋，　Poααπ麗αスズメノカタビラ÷、3飢θc｛o”威gαγおノボロギク＋，θπα擁αZ犯酸

ρuゆ批γθ撒チチコグサモドキ÷．2，0αγdωπ漁θ茸εxuo32タネツケバナ＋，　Eγ｛gεγoπ3㎜otγθπ調5オオアレチノギ

ク＋，Po己ygo猟糾。πg｛5飢嫌イヌタデ÷．2，30πc蝕50Lθγαcθu3ノゲシ＋．

調査地Location：御前崎町Omaezakレcho、新神子Shinkango。調査年月日Date　of　relevε：1993年8月24日．
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　　　　表20．放棄水田雑草群落

Abandolle（l　paddy－field　weed　communities

A：アゼガヤツリーカワラスガナ群集

　　CyPeretulll　globoso－sanguillolenti
B：ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　Stellario－Ranunculetum　cantoniensis

CO皿ヨnきUnity　type：

Serial　nO．＝

Relevξ　no．：

Elevation（田）：

Square　size（㎡）：

Height　of　vegetation（m）：

〔＝OVer　Of　VeVetatiOn（鬼）：N

Number　of　species：

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

調査面積

植生高

植被率

出現乱数

　A　　B亀　　　　　　　　　　」

1　　2
76　　9
20　　40

　8　　20

1。4　0．3

100　　80

18　　15

Character　and　differential　s　ecies　of　ass．：群集標徴種・区分種

　Cy♪θγU5　5αれ9U｛7し0乙επtus

　F｛搬bγf3志yL｛3撮混｛2cθα

　Cy♪θγu39乙obo甜3

　κy乙L｛授9α　9γαcf乙乙｛ぬα

　3tθLZαγ｛ααL3脈εvar．猟（乏岨αεα

　ALo倉θC昆γU5　α8quα五歪5

0ther　com　aΩion：

　1～α粍UれcuLu3　Cα冠0π｛ε陀3｛3

　Tγf∫oh琶瀧γ⑳飢5

　カワラスガナ

　ヒデリコ

　アゼガヤツリ

　ヒメクグ

　ノミノフスマ

　スズメノテッポウ

その他の種

　ケキツネノボタン

　シロツメクサ

3・3

3・4

1・2

＋・2

2・3

2・3

1・2　＋・2

十　　　十

出現1回の種Other　companion：通し番号Serial　no．1：Ec姫舶。尼。復cγus－gα己巨var，　c飢dα肱ケイヌビエ

5．5、Oy♪2γus押｛αコゴメガヤッリ3．3，　Hydγocoεy一蹴αγ｛ε加αノチドメ÷、　A箆θ｛乙蝕α舵｛5α々イボクサ2．2，

Ech飢α餌03加αtαタカサブロウL2，飯dぬg掘帥f乙obfo｛dθ5チョウジタデ÷．2、0飢姐抗ε∫ω飢記αセリ
＋．2，E欲目oc配。αcγus－gα乙乙盛イヌビエ＋．2，　A∫tεγsubu肱飢5ホウキギク＋．2，　Co撒θ巨παco職u編5ツユクサ

＋，∫εt4れαgぬucαキンエノコロちPoLygo繊峨旅uπbθγgf｛ミゾソバ÷．2．通し番号Seri副no．2：8εc々搬σ箆πfα

5y葱gα疏紹カズノコグサ3、4，餓γαg而tε5」⑳o短。αジシバリL2，4stγαgαL鵬s諏cusゲンゲ・←．2，γεγo雇。α

♪θγθgγ鍛αムシクサ．←．2，融zus無而隠sトキワハゼL2，　Poαα撒甑スズメノカタビラ3．4，θLycεγ｛ααc威｛

∫乙oγαムツオレグサ1．2，θ舷顛厩f㎜α∫∫fπθハハコグサ＋，Eγ｛gεγo流α撒uusヒメジョオン＋，　Po砂goπ瞭

めπgおθt㎜イヌタデ÷，富麗xαcθε03αスイバ＋．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：浜岡町Hamaoka－cho，宮内Mlyauchi．通し番号Serlal　no．2：浜岡

町Ha田aoRa－cho，取木Hiki．調査年月EI　Date　of　relevξ：通し番号Serial　n◎．1：1993年8月2膿．通し番号

Serial　no．2：　1993　年5月22日．

アゼガヤツリーカワラスガナ群集は，湿性な放棄水田の雑草群落である。今回の調査では浜岡

町佐倉で放棄水田雑草群落として，カワラスガナ，ヒデリコ，アゼガヤツリ，ヒメクグなどを標

徴種および区分種とするアゼガヤツリーカワラスガナ群集が確認された。

Y．水田雑草群落：Paddy－field　weed　commua三ties

湛水中の水田や稲の収穫後水を落とした水田には，ウリカワーコナギ群集やノミノフスマーケ

キツネノボタソ群集などが生育している。
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4ア）　ウリカワー＝］ナギ群集（表2D

　　　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960andothers

　夏季の水田は湛水され，なおかつ定期的に草取りなどの管理が行われていることから，水田地

雑草群落はほとんど発達していない。しかし水田の一部には，コナギ，ウリカワなどの水田雑草

が生育している。これらの水田雑草群落はウリカワーコナギ群集に纒められる。また水が落とさ

れ，田植えが行われる前の春季の水田には，スズメノテッポウ，ノミノフスマなどの1年生植物

の混生する水田雑草群落が発達している。これらの比較的乾いた春季の水田雑草群落はノミノフ

スマーヶキツネノボタン群集（表20－B）に纒められる。本調査報告では，これらの水田雑草群

落は一括して示された。

Re正ev（…　no．：

Elevation（m）：

Square　size（㎡）：

Height　of　vebetation（c皿）：

COVer　Of　VegetatiO翁α）：

Nu簾ber　of　species＝

i表21．ウリカワーコナギ群集

Sagittario－Monochietum
　　　　調査番号
　　　　海抜高
　　　　調査面積
　　　　植生高
　　　　植被率
　　　　出現種数

75

30

10

50

90

11

一1群集韻士種・区分種　Moπo欲oγ毎槻9漁αh5　var．ρ乙α撹α9襯εα　　　コナギ　　　　　　　　　　　　　1・2

　勲θ況θ観α舵｛s罐　　　　　　　　　　　　　 イボクサ　　　　　　　　　　　　＋・2

　3αg就tαγfαかyg蹴θα　　　　　　　　　　　　ウリカワ　　　　　　　　　　　　 ＋・2

皿i一：　　　　　　　　　　　　栽培種
　0γy窩α　5αt｛祝z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。5

その他の種Other　species：Lθ灘α加ucfco3tα掘アオウキクサ1．2，」猟cu3θ∫勲蹴5　var．　dεcfρ｛επsイ＋．2，

£dψ掘♪γ05tγα紘タカサブロウ＋，乙ud娩g把ε♪ゴioわ｛のdθ5チョウジタデ÷，　Ec配瀞C配。£C兇3－gユ乙Lfイヌビ

エ＋，R疎撒。鶴us　5c飢θγα加5タガラシ＋．

調査地Locations：浜岡町馳maoka－cho，宮内慣yauchi．調査年月日D融e　of　relev6：1993年8月25日．

2．現存植生図　Map　of　the　actual　vege£at重on

　本調査報告では現存植生図として，　「浜岡原子力発電所周辺地域の現存植生図」（1：50，000）

と「浜岡原子力発電所敷地及びその隣接地域の現存植生図」（1：10，000）・が描かれた（附現存

植生図参照）。

2－1．　発電所及びその周辺地域の現存植生図　Map　of　the　actual　vegeta乞ion　of

　　　　the　power　station　and　its　vlcinities

　浜岡原子力発電所およびその周辺地域（30km圏）における植生調査資料と既存の資料（宮脇

他1986）を総合的に比較検討した結果，自然および代償植生を含め，森林～草本植物群落など

51の植生単位が識別，区分された。これら抽出された植生単位（前項参照）に基づいて現存植生
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図作成のための凡例が決定された。この際，同所的で分布域が狭く，縮尺1：50，000の地形図上

には示せない群落や種組成的にも，また相観的にも類似した群落は一つの凡例にまとめられた。

この他，公園・緑の多い住宅地，市街地・舗装道路，工場敷地，造成地・人工裸地，自然趣旨，

開放水域など，植生単位以外のその他の凡例として加えられ，合計48の凡例により現存植生図が

作成された。

　現存植生図作成のために決定された凡例のうち，自然植生として常緑広葉樹林であるイノデー

タブノキ群集（凡例番号1），ミミズバイースダジイ群集（凡例番号2），ホソバカナワラビース

ダジイ群集（凡例番号3），ヤブコウジースダジイ群集（凡例番号4），カナメモチーコジイ群集

（凡例番号5），ナソテンーアラカシ群集（凡例番号6），常緑針葉樹林のシキミーモミ群集（ミ

ヤマシキミーアカガシ群集を含む）（凡例番号7），夏緑広葉樹林のムクノキーエノキ群集（凡例

番号8）とイロハモミジーケヤキ群集（凡例番号9），河辺ヤナギ林のコゴメヤナギ群集（凡例

番号10），常緑風衝低木林のトベラーウバメガシ群集とマサキートベラ群集（凡例番号玉！），海岸

風衝草原のイソギクーハチジョウススキ群集（凡例番号12），海岸砂丘植生のハマグルマーコウ

ボウムギ群集（ハマグルマーオニシバ群集とハマニガナービロードテソツキ群集を含む）　（凡例

13番号），河辺草本植生としてヨシ群落とオギ群集（マコモ群落を含む）（凡例番号14）とカワラ

ヨモギーカワラサイコ群集（凡例番号15），水生植物群落のヒシ群落（凡例番号16）などが示さ

れた。

　代償植生としては，常緑萌芽林のコシダーウバメガシ群集（凡例番号17），落葉二次林として

クヌギーコナラ群集（凡例番号18），クリーコナラ群集（凡例番号19），タリーミズナラ群集（凡

例番号20），先駆性二次林のクサイチゴータラノキ群集（凡例番号2D　とやシャブシーヤブウツ

ギ群落（凡例番号22），針葉樹二次子のモチツツジーアカマツ群集（凡例番号23），植林のクロマ

ツ植林（凡例番号24），スギ・ヒノキ植林（凡例番号25），アカマツ植林（凡例番号26），ニセア

カシア植林（凡例番号27），竹林のマダケ・モウソウチク林（凡例番号28）とメダケ群集（凡例

番号29），二次草原のネザサーススキ群集（コマツヨイグサーチガや群落，ヤハズソウーシナダ

レスズメガや群落を含む）（凡例番号30），伐採跡地植生のベニバナボロギクーダソドボロギク群

集（凡例番号31），路傍・路上雑草群落のアキノノゲシーカナムグラ群集（凡例番号32）とカゼ

クサーオオバコ群集（凡例番号33），人工草地のコウライシバ群落（凡例・番号34），常緑果樹園・

茶畑のカラスビシャクーニシキソウ群集（凡例番号35）とハマスゲーヨモギ群落（凡例番号36），

落葉果樹園・桑畑のクリ園（凡例番号37）とクワ畑（凡例番号38），放棄畑雑草群落のヒメムカ

シヨモギーオオアレチノギク群落（凡例番号39），畑雑草群落のコミカンソウーウリクサ群集（凡

例番号40），放棄水田雑草群落のアゼガヤツリーカワラスガナ群集（凡例番号4！），水田雑草群落

のウリカワーコナギ群集（ノミノフスマーケキツネノボタソ群集を含む）　（凡例番号42）などが

ある。

　この他その他の凡例として，公園・緑の多い住宅地（凡例番号43），市街地・舗装道路（凡例
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番修44），工場敷地（凡例番号45），造成地・人工裸地（凡例番号46），自然裸地（凡例番号47），

開放水域（凡例番号48）など，植生単位以外のその他の凡例として加えられた。

2－2．　発電所敷地及びその隣接地域の現存植生図　Map　oRhe　actual　vegetatioB

　　　　of　the　power　station　and　its　adjacen之areas

　浜岡原子力発電所敷地およびその隣接地域（2km圏）における植生調査資料と既存の資料（宮

脇他1986）を総合的に比較検討した結果，自然および代償植生を含め，森林～草本植物群落な

ど22の植生単位が識別，区分された。これら抽出された植生単位（前項参照）に基づいて現存植

生図作成のための凡例が決定された。この際，同所的で分布域が狭く，縮尺1：10，000の地形図

上には示せない群落や種組成的にも，また相観的にも類似した群落は～つの凡例にまとめられた。

この他，市街地・舗装道路，工場敷地・造成地，自然田地，開放水域など，植生単位以外のその

他の凡例として加えられ，合計26の凡例により現存植生図が作成された。

　現存植生図作成のために決定された凡例のうち，自然植生として常緑広葉樹林であるホソバカ

ナワラビースダジイ群集（凡例番号1），ヤブコウジースダジイ群集（凡例番号2），カナメモチ

ーコジイ群集（凡例番号3），常緑風衝低木林のトベラーウバメガシ群集とマサキートベラ群集

（凡例番号4），海岸砂丘植生のハマグルマーコウボウムギ群集（ハマグルマ一箪ニシバ群集と

ハマニガナービロードテソツキ群集を含む）（凡例番号5），河辺草本植生としてヨシ群落とオギ

群集（マコモ群落を含む）　（凡例番号6）などが示された。

　代償植生としては，常緑萌芽林のコシダーウバメガシ群集（凡例番号7），先駆性二次林のク

サイチゴータラノキ群集（凡例番号8），植林のクロマツ植林（凡例番号9），スギ・ヒノキ植林

（凡例番号10），ニセアカシア植林（凡例番号11），竹林のマダケ・モウソウチク林（凡例番号12）

とメダケ群集（凡例番号13），植栽地・茄圃のタブノキークロマツ群落（凡例番号14），二次草原

のネザサーススキ群集（コマツヨイグサーチガや群落，ヤハズソウーシナダレスズメガや群落を

含む）　（凡例番号！5），人工草地のコウライシバ群落（凡例番号16），常緑果樹園・茶畑のカラス

ビシャクーニシキソウ群集（凡例番号17）とハマスゲーヨモギ群落（凡例番号18），放棄畑雑草

群落のヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（凡例番号19），畑雑草群落のコミカンソウー

ウリクサ群集（凡例番号20），放棄水田雑草群落のアゼガヤツリーカワラスガナ群集（凡例番号

21），水田雑草群落のウリカワーコナギ群集（ノミノフスマーケキツネノボタソ群集を含む）（凡

例番号22）などがある。

　この他その他の凡例として，市街地・舗装道路（凡例番号23），工場敷地・造成地（凡例番号

24），自然裸地（凡例番号25），開放水域（凡例番号26）など，植生単位以外のその他の凡例とし

て加えられた。
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3．　潜在自然植生図　Map　of　the　potentlaha£ural　vegeta之ion

　潜在自然植生単位は，一般的に現存植生の自然植生単位に基づいて診断される。また現存植生

調査の結果，植生自然度の低い代償植生や造成地などの人工裸地のみられる地域については，そ

の生育立地がその二次遷移系列の終局群落を支えうることが可能であると判定された場合，その

立地が支えうる将来の自然植生を理論的な潜在自然植生とみなした。

3－1．　発電所敷地および隣接地域の潜在自然植生　Map　of　the　poteRtial　llatural

　　　　vegetation　of　the　power　statio無and　i乞s　adjacent　areas

　浜岡辛子力発電所敷地および隣接地域の潜在自然植生図（1：！0，000）作成のための潜在自然

植生単位として，浜岡原子力発電所敷地およびその隣接地域（2km圏）の現存植生調査，現存

植生図，既存の資料などを総合的に比較検討した結果，現存する常緑広葉樹林のホソバカナワラ

ビースダジィ群集，ヤブコウジースダジイ群集，カナメモチーコジイ群集，常緑風衝低木林のマ

サキートベラ群集（トベラーウバメガシ群集を含む），海岸砂丘植生のハマグルマーコウボゥム

ギ群集（ハマグルマーオニシバ群集，ハマニガナービロードテンツキ群集を含む），河辺草本植生

のヨシ群落とオギ群集（マコモ群落を含む）など6つの自然植生単位と，現在の立地環境から判

定して，理論的に生育可能な常緑広葉樹林であるイノデータブノキ群集と，夏緑広葉樹林のムク

ノキーエノキ群集を加えた8つの潜在自然植生域が示された。さらにその他の凡例として，自然

裸地と開放水域を加え，10の凡例により潜在自然植生図が作成された（附潜在自然植生図参照）。

4．植栽樹木の生育状況調査　Growth　of　plan£ed£rees

　発電所構内において昭和58年より現在まで継続されているポット苗を用いた植栽地の樹木の生

育状況を把握する離白で，緑化整備工事の第1期（昭和58年～59年）から第玲期（平成5年）ま

での各植栽区域の他，海岸部試験緑化地区（昭和61年～平成4年），　3号機工事に伴うタービン

建：屋北側法面緑化地区（昭和6！年～62年），原子力館周辺緑化地区（昭和63年），4号機工事：に伴

う第1期緑化地区：（平成3年～4年）と第2期緑化地区（平成4年～5年）々こおいて4×5mお

よび5×8mの調査地区を設定し，植生調査と毎木調査法による植栽樹木の生育状況調査を行っ

た（図7）。

　植生調査では植栽立地の明らかに異なる造成法面と海岸砂丘地を分けて群落組成表が作成され

た。また継木調査では，定点を設定して各年度ごとに同一樹木の成長を測定およびその比較では

なく，襯栽時期の異なる各植栽地区の代表的な地点をランダムに抽出し，その各調査区内に生育

する樹木を任意に2本（一部1本）選び，それらの樹高，根元直径を測定した。このことから昭

和58年から平成5年までの11年聞の成長過程の相違が比較可能な構内の造成法面において，調査

方形区内に1土i現した苗木のうち，スダジイ，タブノキ，アラカシ，ヤマモモ，ウバメガシなどの



48

　　　　　　　「Σ剰　7．　毎円く言周査土也ノ烹　（●E口）　位置【｝とi。

Locat童ons　of　suτvey　plots　of　the　growth　of　p｝allted　trees　（closed　dots）．

常緑高木種，トベラ，シャリンバイなどの常緑低木種，常緑鉗葉樹のクロマツ，そして落葉高木

種のコナラについて各2本つつ樹高と根元直径の測定による生育状況調査が行われた（表22）。

4刊．　海岸部試験植栽地の植生調査

　　　　along　seasides

Phytosociological　survey　at　planted　sites

　　海岸砂丘地では，昭和6！年より平成4年までに，本地域における植栽適性樹種としてク・マ

ッ，トベラ，ウバメガシ，マサキ，ハマヒサカキ・，シャリンバイ，マルバシャリンバイ，アキグ

ミの植栽が行われている。本地域での植生調査の結果，2つの下位群落が区分された（衷23）。

　平成3年～4年に植栽された地区の植分は（調査番号20A，　B），林床に生育するコマツヨイグ

サ，ミヤコグサで識別された。本植分の低木層の生育状況は，樹高が0．7m，植被率が25～30％

であった。植栽木のうち最も植被率および群度の高いのがクロマツで，次いでマルバシャリンバ

イ，ハマヒサカキ，ウバメガシ，トベラであった（表23－a）。

　これにたいして昭和61年～平成2年までに植栽された地区の丁丁（調査番号24～27）は，植栽

木のシャリンバイとアキグミ，そして林床に生育するイヌドクサで識別された。本植分の低木層

の生育状況は，樹高が1．1～1．2m，植被率が60～70％と樹高，植被率とも平成3年～4年に植栽
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された地区の植分より高い測定値を示した。植栽木のうち最も植被率および群度の高いのがクロ

マツで，次いでトベラ，ウバメガシ，シャリンバイであった（表23－b）。

　　この結果，調査地区：は異なるが，二二時期の違いによって植栽三木の生育状況の相違が示され

た。すなわちクロマツ，トベラの成長は順調であるが，ウバメガシ，マサキ・，ハマヒサカキ，マ

ルバシャリンバイの成長は停滞していると判定された。

表22．　各イ復葦曳地1Σく｛こおレナる舞圧着蟻封オく毎フ仁曜日三下尋晋｛・表

　　　Totaled　tal）1e　of　the　growth　of　planted　trees

通　し　番　号
　　Serial　no．

｝調　　釜薮　＝番：　男・

　Relev6　no．

植栽時期Planted　times

スダジイ
Cα∫’αノ～oρ∫1∫

‘マ’吻6z薇zv．

∫勲oZζ1～～

タブノキ
Rη・∫8α

‘ゐ．～．θめ（ヨ1¶9～～

アラカシ
Q～’61w∫
gzα’！α♂

l

lヤマモモ
iム．か・・1・α

iノ・～’ゐ1・α

ウバメガシ
Q～f‘ノ1でん∫

／）んκZツグα‘～0～‘18∫

トベラ
Pノ’∫oV，0’マ〃〃．

孟。ム∫1一α

シャリンバイ
R11硝ρん’oZ（ψ～∫

～〃〃ゐ〃α’α

クローマツ
P1刀z，∫

〃L醐占8ノ弓91～

コナラ
◎‘8κ～‘∫

∫8’フ．α～1‘夢

a

b

a

b

a

b

a

b

a

b

a

b

a

b

a

b

a

b

1 2

34 32

’92．11

’93．10

0．34

5．4

0．42

6，8

0。41

4。7

’91．11

’92．7

0．59

！0，2

0．59

7．玉

0．49

10．4

o．411

5．6

0．51

5．3

0，51

11．7

0．67

6．5

0．64

10．9

0．47

4．6

0．49

13。0

0．38

9。0

0．60

9．2

0，46

10．2

0，62

14．9

0，37

3．75

3 4

17】
A－Bi　16

’91．2

？91．6

0．90

10．1

’89．2

’90．6

1．30

11．4

0．87

11．4

0．54

9．1

1．08

23，0

0．66

！1．4

0．93

21．2

0．65

12．2

1．60

27，5

0．65

7，8

0。95

！3。6

1．37

11。9

1．54

33．7

0．96

9．8

1．39

22，4

1。33

9．9

2．49

37．6

1．00

7．1

5

13

’88．10

’89．6

1．50

21．2

2．6重

43，9

1．85

29．3

2。32

43．7

2．32

33。4

1。72

58．3

2．08

32．8

2．46

50．8

1．78

19．6

6

12

’87，12

’88．6

3．30

32．3

2．03

28．5

1．73

23。9

1．66

34．6

2．46

38．5

1．88

50．2

1．86

39．2

2．78

62．1

1．86

17．5

7

30

’88．3

’88．4

2．36

21．7

3，65

62．1

2．65

22．8

2．80

60．5

2．41

29。3

2．85

6！．8

1．24

14．1

3。30

43．7

3。25

37．7

8

10

’86．11

’87．6

0．51

10．9

0．80

12．5

0．33

3．3

0．69

15．6

1．09

14．1

1，76

42．4

1．40

25．G

2．00

37．G

0．58

5。4

9

29

’86．11

’87．3

1．82

25，6

1．85

37．0

1．45

20，5

2．17

54．5

2．56

36．0

2．24

37．8

2．50

33．3

2．04

49．3

1．80

40．3

10

7

’85．7

’86．7

2．03

25．2

3，45

45．3

u

5

’84．6

’85．3

2．80

15．0

4．65

37，5

2．9313．80

35．5　　25．4

3．23

56．9

3．15

35．2

2．70

53．8

0．71

13。5

3．05

69．9

4．25

54，2

4．4G

80．6

3．75

36．！

4．45

55．7

3．98

22．9

3，75

48．7

4．45

46．6

12

3／4

’83．7

’84．3

4．10

38．8

3．25

43．2

3．90

45．1

3．02

33．0

4．40

63．9

a＝Σ∠均樹宵（m），　　b＝二｛F均根元直径（cm）

average　height　of　tree，　average　diameter・f　the　r・・亀

調査年月1三1：1993年5月21日

date　of　relev6S
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　　　　表23．海岸部植栽地群落組成表

Comrnu11玉ty　table　of　pianted　s量tes　along　seasides

Com皿unity　type；

Serlal　no．：

Relev乏…　no．：

Elevation　（m）：

Aspect：

Slope　〔　o　）：

Square　size（㎡）：

He重ght　of　shrub里aye－S（瞭）：

Cover　of　shrub　layer－S〔累）：

Height　of　herb　layer－H（m）：

Cover　of　herb　layer－Hα）：

起u皿ber　of　spec藍es：

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高度

方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木暦植女率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

1　　2　　3
20A　　20B　　　27

10　　5　　5
－　SSω　SS騨

　0　20　20
40　20　20

0．7　0，7　0．7

30　25　25
0．4　0．6　0．5

20　100　70
27　19　25

4　　5　　6

26　25　24
　5　　5　　5
SSW　　　SS響　　　SS聾

20　20　20
20　20　20
L2　L1　1．2

70　60　70
0．6　　1rO　　O．6

80　80　60
20　16　16

0ε微）t九εγ2Z復。漁iαεα

Lot1五S　COγれfcuLαε1乙5　var，　」αρ07し｛σしし5

群落区分種

　コマツヨイグサ

　ミヤコグサ

薩　2・2　＋　　・

H1・1÷・2・

　Rた4擁｛0乙ε♪乞3躁わeμ¢t¢

　Eq払｛5θε臓γ舩OS｛53勲疎var．」αρ侃fc艮殿

　ELαεα9煕5㎜b2L乙αεα

　Pf職5壊t己油εγ9｛乞

　P｛εto5ρ0γU配　tob｛γ0

　αUεγCU5♪雇乙Lyγαε0Idε5

　εtωπy肥55αρ0頃α5

　翫γyαε概αγ£漁αこα

　冊乱αか九｛oLθかゴ5　乱隣bθ乙Lαε4　var．　｛πtθ9εγγ｛πと0

　Aγtε凝3歪αかγ航。⑳5

　C¢乙ysεegゴα50乙（孟απεL乙α

　1ゆ8γ¢オ¢cy暫間dγfcα

　γ歪C｛α38ρゴ㎜

　Pαedeγ歪α5Cα舷ε泥5　var．爪αfγεf

　Oxα乙‘5　σoγ屍｛c琶‘αt猷

　ごy汽。面陀（£αctyLoれ

　oαγεκ鍬康罠α

　εγ｛9θγ071　5田隈αLγεπ3ゴ5

　TαγακαC批蹴　0∫∫fεf箆αLε

　Cαγεκ　∫£bγ｛LEo5α

　30巨dα90α昆f∬脈4

　Tγげ。巨猟γのεπ5

　0επ｛｝t九εγα　eγyε㍍γ05θρ（z乙α

　P歪Cγf3」αρ0頃C復

　Pαs♪αL躁d歪5オ｛cた闘

　シャリンバイ

　イヌドクサ

　アキグミ

植栽種

　クロマツ

　トベラ

　ウバメガシ

　マサキ

　ハマヒサカキ

　マルバノシャリンバイ

その他の種

　ヨモギ
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Date　of　relev6；通し番号Ser…a里no．1－6：1993年5月21日．
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4－2．海岸部試験植栽地の記録写真　Photographic　records　at　plaR£ed　sites

　　　along　seasides

　海岸部試験植栽地の植生調査に並行して，各調査地点（調査番号20A，　B，24～27）の生育状況

を記録する屠的で写真撮影を行った。写真は各調査地点の植栽樹木の生育状況が把握可能な距離

で撮影された（図8～13）。

4－3．　発電所構内造成法面部植栽地の植生調査　Phytosociolo9圭cal　survey　at

　　　planted　sites　in　the　power　station

　発電所構内造成法面では，昭和58年（1983）より平成5年（1993）までに，本地域における植

栽適性樹種として常緑高木種のスダジイ，タブノキ，アラカシ，ヤマモモ，ウバメガシ，常緑低

木種のトベラ，シャリンバイ，ネズミモチ，マサキ，常緑針葉樹のクロマツ，そして落葉樹のコ

ナラ，ヤシャブシなどの苗木が混植されてきた。本地域での植生調査の結果，2つの下位群落が

区分された（表24）。

　昭和58年～59年（1983～1984）に1直栽された地区：の植分（調査番号3，4）は，植栽樹種とし

てスダジイ，ヤマモモの他，アラカシ，コナラを欠き，マサキによって識別された（表24－a）。

昏昏分の低木層の生育状況は，樹高が4～5m，植被率が100％であった。植栽木のうち最：も植

被率および丁度の高いのがクロマツで，次いでトベラ，ウバメガシ，シャリンバイ，マサキであ

った。この結果本植分は，植栽から10年鷹でもあり，各植栽樹木とも生育状況は良好と判定され

る。

　これにたいして昭和59年（1984）～平成5年（1993）までに植栽された地区の植分は，植栽木

のスダジイ，ヤマモモ，アラカシ，コナラで識別された。本下位群落はさらに林床に嵐現する草

本植物によって3つの下位単位に区分された。平成3年～5年（1991～1993）までに植栽された

植分（調査番号17A，32，34）は，ナガバグサ，コメツブウマゴヤシで識別された（表24－ci）。

本三分の低木層の生育状況は，樹高が0．7～1．6m，二心率が20～70％であった。植栽木のうち最

も植被率および群度の高いのがトベラで，次いでスダジイ，シャリンバイ，タブノキ，ヤマモモ，

コナラであった。このことから本植分は植栽から2年目であるが，比較的順調に生育していると

診断される。

　昭和6！年～平成3年（1986～1991）までに植栽された取分（調査番号10，！3，16，17B，29）

は，植栽木のヤシャブシと草本植物のススキ，スギナ，ヨモギ，セイタカアワダチソウ，カラス

ノエンドウ，オオアレチノギク，ヒロバノウシノケグサで識別された（表24－cii）。本植分の低木

層の生育状況は，樹高が1．7～4．1m，植被率が65～100％であった。植栽木のうち最も砂被率お

よび群度の高いのがトベラで，次いでクロマツ，タブノキ，ウバメガシ，シャリンバイ，ヤマモ

モであった。本植分は，植栽後2～7年経過しており，各樹木とも順調に生育していると判定さ



52

図8．　植栽地の相観写真

　　（調査番号20A）。

　General　view　of　the　planted

　site．
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図9．　植栽地の相観写真

　　（調査番号20B）。
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図！0．　植栽地の相観写真

　　（言周査番号24）。
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図11．　植栽地の相観写真

　　（調査番号25）。

　General　vlew　of　the　plante（l

　　Slte，

図12．　植栽地の相観写真

　　（調査番号26）。

　Ge1ユeral　view　of　the　planted

　site．

図13．植栽地の相観写真

　　（言周査番号27）。

　General　view　of　the　planted

　　Slte．
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れる。

　昭和59年～63年（1984～1988）までに植栽された二分（調査番号5，7，12，30）は，ヤシャ

ブシ，ススキ，スギナで識別された（表24－ciii）。本植分の低木層の生育状況は，樹高が3～4．8

m，植被率は全て100％であった。植栽木のうち最も植被率および群度の高いのがトベラで，次

いでヤマモモ，タブノキ，コナラ，クロマツ，アラカシ，ウバメガシ，スダジイであった。本植

分は，植栽後5～9年経過しており，各樹木とも順調に生育していると診断される。

　この結果，植栽地区は異なるが，植栽された時期の違いによって植栽樹木の生育状況の相違が

示された。すなわちクロマツ，トベラの成長は順調である。またヤマモモ，タブノキ，ウバメガ

シ，スダジイなどの常緑高木種やコナラなどの落葉樹木も比較的順調に生育していると半腱され

た。

4－4。　発電所構内造成法面部植栽地の生育状況調査　Growth　of　planted　trees

　　　in　the　power　statio隷

　発電所溝内造成法面では，昭和58年（1983）より平成5年（1993）までに，本地域における植

栽適性樹種として常緑高木種のスダジイ，タブノキ，アラカシ，ヤマモモ，ウバメガシ，常緑低

木種のトベラ，シャリンバイ，ネズミモチ，マサキ，常緑針葉樹のクロマツ，そして落葉樹のコ

ナラ，ヤシャブシなどの苗木が混植されてきた。そこで昭和58年から平成5年までの11年間の成

長過程の相違が比較可能な構内の造成法面において，合計！！地点の調査方形区内に出現した菌木

のうち，スダジイ，タブノキ，アラカシ，ヤマモモ，ウバメガシなどの常緑高木種，トベラ，シ

ャリンバイなどの常緑低木種，常緑針葉樹のクロマツ，そして落葉高木種のコナラについて各2

本つつ捗縞と根元直径が測定された。その内植栽時期が同じである調査番号7のAとB，そして

調査番号3と4は一つに纏められて集計された（表22）。この結果，樹木の成長を示した棒グラ

フでは，調査地点は12箇所に纏められている（図！4～22）。測定結果は以下の通りである。

A．常緑高木　Evergreen£all　trees

　D　スダジイ　Cα3’α2zoρ5ガ5躍5勉4α彦αvar．5ガのoZ磁

　常縁高木種のスダジイは，最も古い植栽地区（昭和58年7月～同59年3月に植栽）である調査

番号3および4を除く，今回調査区：を設定した12地点（調査番号12では1本のみ測定）で測定さ

れた（図14参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は調査番号12（昭和62年12月～同63年6月に植栽）で示

された。平均樹高は3．30m，平均根元直径は32．3cmであった。本植栽地区：では，スダジイ以外

の植栽木でも比較的大きい伸長率と肥大率が測定された。次いで平均樹高が高いのが，スダジイ

が植栽された内で植栽時期の最も古い調査番号5（昭和59年6月～同60年3月に植栽）の2．80m

であるが，平均根元直径は15．Ocmと低い値を示している。3番目が調査番号30（昭和63年3月
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図14．　各植栽地区（通し番号1～11）における植栽樹木（スダジイ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。
　　Growth　rates　of　planted　tree（Cα5孟αノ～oが～5‘7～’ψ～‘1αオαvar．∫’（～加Zどの．

～同年4月に植栽）で，樹高は2．36m，根元直径は21．7cmであった。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，植栽時期の最も新しい調査番号34（平成4年

11月～同5年！0月に植栽）での0。34mと5．4cmであった。次いで平均樹高の低いのが比較的植

栽時期の古い調査番号10（昭和61年！1月～同62年6月に植栽）で，平均樹高は0．51mであった。

本植栽地区では，スダジイ以外の植栽木でも，比較的低い伸長率と肥大率が示された。

　調査番号！2と10での伸長率および肥大率の極端な相違の要因として，植栽時期，植栽立地ある

いは植栽樹木の個体差等が考えられるが，明確には断定はできない。このような成長速度の原因

について今後検討が必要であろう。

　その他の調査地区では，植栽年度の古さに比例した伸長率および肥大率が示された。
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　2）　タブノキ　」磁プ∫8α諏〃z66rgだ

　常緑高木種のタブノキは，今回調査区を設定した！4地点のうち，調査番号H4を除く13地点で

測定された（図15参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は調査番号5（昭和59年6月～同60年3月に植栽）で示

された。平均樹高は4．65m，平均根元直径は37．5cmであった。今回測定された平均樹高の内，

タブノキが最も高い値を示した。次いで平均樹高が高いのが全植栽地区の中で植栽時期の最も古

い調査番号3および4（昭和58年7月～同59年3月に植栽）の4．！0m，平均根元直径は38．8cm

を示している。3番目が他の調査区：でも比較的高い測定値を示した調査番号30（昭和63年3月～

同年4月に植栽）で，樹高は3．65mであったが，根元直径は62．！cmで，本調査区中最も大きか

った。

通し播号
　　じめユ　　　
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図15，　各植栽地区（通し番号1～12）における植栽樹木（タブノキ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。

　　　　　Growth　rates　of　plallte（l　tree（ルノMαオ1L～θめ6ノニ9～の．
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　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，やはり植栽時期の最も新しい調査番号34（平

成4年11月～同5年10月に植栽）での0．42mと6．8cmであった。次いで平均樹高の低いのが2

番目に新しい植栽地区である調査番号32（平成3年11月～同4年7月に植栽）で，平均樹高は

0。59mであった。3番目に平均樹高の低いのがスダジイの場合と同様に比較的植栽時期の古い調

査番号10（昭和61年11月～同62年6月に植栽）で，平均樹高は0．80mであった。本植栽地区では，

タブノキ以外の植栽木でも，比較的低い伸長率と肥大率が示された。

　タブノキの成長状況をみると，今から約8年以前に植栽された調査番号7（昭和60年7月～同

61年7月に植栽）および調査番号3，4，5では，樹高の伸長率と根元直径の肥大率に違いが出

始めている。すなわち樹高の伸長率は大きいが，根元直径の肥大率はそれほど大きくない。この

ことは，他の植栽樹木でも観察された。
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図16．　各植栽地区（通し番号1～11）における植栽樹木（アラカシ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。

　　　　　Grow伍rates　of　Plan亡ed　tree（ζ？”61w∫9～α！κ‘r’）．
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　3）　アラカシ　Qz‘81℃♂‘58’Zαzκα

　常緑高木種のアラカシは，今回調査区：を設定した！4地点のうち調査番号3および4を除く！3地

点で測定された（図16参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は調査番号5（昭和59年6月～同60年3月に植栽）で示

された。平均樹高は3．80m，平均根元直径は25．4cmであった。次いで平均樹高が高いのが調査

番号7（昭和60年7月～同61年7月に植栽）の2．95m，平均根元直径は35．5cmを示している。

3番国が他の調査区でも比較的高い測定値を示した調査番号30（昭和63年3月～同年4月に植栽）

で，平均樹高は2．65m，根元直径は22．8cmであった。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，他の植栽木と岡様に植栽時期の比較的早い調

査番号10（昭秘1年11月～同62年6月に植栽）で，平均樹高は0。33m，平均根元直径は3．3cmで

　し　　
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図17．各植栽地区（通し番号1～11）における植栽樹木（ヤマモモ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。
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あった。次いで植栽1｛週期の最も新しい調査番号34（平成4年11月～同5年！0月に植栽）で樹高と

根元直径はそれぞれ0，41mと4．7cmであった。

　アラカシの成長状況はスダジイ，タブノキの場合と同様に，調査番号7および5において，樹

高の伸長率と根元直径の肥大率に違いが出始めている。特に調査番号5では，伸長率は増大して

いるのに対し，根元直径の肥大率は停滞傾向がみられる。

　4）　ヤマモモ　躍yノ’磁rめ侃

　常緑高木種のヤマモモは，今回調査区を設定した14地点のうち調査番号3および4を除く12地

点で測定された（図！7参照）。

　樹高および根元直径で最：も高い測定値は，植栽時期の早い調査番号5（昭和59年6月～同60年

3月に植栽）で示された。平均樹高は4．40m，平均根元直径は80．6cmで，植栽木の中で一番肥

大していた。次いで平均樹高が高いのが調査番号7（昭和60年7月～同61年7月に植栽）の3．25

m，平均機元直径は56．9cmを示している。3番涯1が他の調査区：でも比較的高い測定値を示した

調査番号30（昭和63年3月～同年4月に植栽）で，平均樹高は2．80m，根元直径は60．5cmであ

った。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，植栽時期の新しい調査番号34（平成4年11月

～同5年！0月に植栽）および調査番号32（平成3年11月～岡4年7月に植栽）で，平均樹高は

0．41mおよび0．49m，平均根元直径は5，6cmと13．　Ocmであった。次いで他の植栽木と同様に植

栽時期の比較的早い調査番号10（昭和61年11月～同62年6月に植栽）で平均樹高は0．69瓢，平均

機元直径は15．6cmであった。　ヤマモモの成長状況は，前記の植栽木と異なり，樹高の伸長率と

根元直径の肥大率が常に比例して増大している傾向がみられる。また肥大率も他の植栽木のそれ

よりもかなり大きい数値を示している。

　5）　ウバメガシ　Qz卿℃照ρ1z沼ッ磁。∫485

　常緑高木種のウバメガシは，今回調査区を設定した工4地点のうち，調査番号3を除く13地点で

測定された（図18参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は調査番号5（昭和59年6月～同60年3月に植栽）で示

された。平均樹高は3．75m，平均根元直径は36。1cmであった。次いで平均樹高が高いのが全植

栽地区の中で植栽時期の最：も古い調査番号3および4（昭和58年7月～同59年3月に植栽）の

3．25m，平均根元直径は43．2cmを示している。3番匿1が調査番号7（昭和60年3月～圃61年7

月に植栽）で，樹高は3．15m，根元直径は35。2crnであった。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，やはり植栽時期の新しい調査番号32（平成3

年11月～隅4年7月に植栽）での0．38mと9．　Ocmであった。次いで平均樹高の低いのが最も新

しい植栽地区である調査番号34（平成4年11月～同5年！0月に植栽）で，平均樹高は0．51m，平
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図18．　各植栽地区（通し番号1～！2）における植栽樹木（ウバメガシ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。
　　　　Growth　rates　of　plantecl　tree（（）’‘びノ’α’5カ1z〃ツαω’‘Z‘・∫）．

均根元直径は3．5cmであった。他の植栽木では植栽時期の比較的古い調査番号10（昭和6！年11月

～同62年6月に植栽）において，成長状況の低い数値が示されたが，ウバメガシでも平均樹高が

1．09m，平均根元直径14．1cmという比較的低い数値が示された。

B．常緑低木　Evergreen　shrubs

　6）　トベラ　P漉o砂orz〃π孟06かα

　常緑低木種のトベラは，今回調査区を設定した14地点の全てで測定された（図19参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は，常緑高木種と同様に調査番号5（昭和59年6月～同

60年3，月に植栽）で示された。平均樹高は4．45m，平均根元直径は55．7cmであった。今回測定

された平均樹高の内，タブノキに次いで高い値を示した。次いで平均樹高が高いのが全植栽地区
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採i！9．各植栽地区（通し番号1～12）における植栽樹木（トベラ）の

　　樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。

　　　　　Growth　rates　of　planted　tree（P漉0．塑0ノ’Z〃〃’0伽一α）．

の中で植栽時期の最も古い調査番号3および4（昭和58年7月～同59年3月に植栽）の3．90m，

平均根元直径は45．1cmを示している。3番目が他の調査区でも比較的高い測定値を示した調査

番号30（昭和63年3月～同年4月に植栽）で，樹高は2．85mであったが，根元直径は61．8cmと

本調査区中最も大きかった。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，やはり植栽時期の最も新しい調査番号34（平

成4年11月～同5年10月に植栽）で0．51mと11．7cmであった。次いで平均樹高の低いのが2番

鳳に新しい植栽地区である調査番号32（平成3年U月～岡4年7月に植栽）で，平均樹高は0．60

m，平均根元直径は9。2cmであった。トベラの成長状況は常緑高木種と同様の傾向がみられる。

すなわち調査番号10での成長の不良，調査番号7および調査番号3，4，5にかけての伸長率と

肥大率の相違いなどが観察された。
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　7）　シャりンバイ　／苗工料。妙おz〃η∂認α∫α

　常緑低木種のシャリンバイぱ，今回調査区を設定した！4地点の全てで測定された（図20参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は，トベラと唐様に調査番号5（昭和59年6月～同60年

3月に植栽）で示された。平均樹高は3．98m，平均根元直径は22．9cmであった。次いで平均樹

高が高いのが全植栽地区の中で植栽時期の最も古い調査番号3日目び4（昭和58年7月～同59年

3月に植栽）の3．02m，平均根元直径は33．　Ocmを示している。3番EIが調査番号29（昭和61年

11月～同62年3月に植栽）で，樹高は2．50m，根元直径は33．3cmを示した。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，植栽時期が2番目に新しい植栽地区である調

査番号32（平成3年11月～同4年7月に植栽）で，平均樹高0．46m，平均根元直10．2cm径を示

した。次いで調査番号17AおよびB（平成3年2月～同年6月に植栽）で平均樹高0．65m，平均
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図20．　各植栽地区（通し番号1～12）における植栽樹木（シャリンバイ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。

　　　　Growth　rates・f　plante（l　tree（R1～‘ψ1L～・zゆ∫’〃ノ～ゐ〃α’α）．
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根元直径！2．2cmであった。

　シャリンバイの成長状況は，上記に示した植栽木と異なり，調査番号10は比較的生育が良好で，

逆に調査番号7や30で生育不良が認められた。

C．常緑針葉樹高木　Evergree且coniferous　tree

　8）　クロマツ　．Pどπz∬跳z〃め8プg葎

　常緑針葉樹高木種のクロマツは，今回調査区を設定した14地点の全てで測定された（図21参

照）。

　樹高および根元直径で最も高い洲定値は，全植栽地区：の中で1月震時期の最も古い調査番号3お

よび4（li召和58年7月～同59年3月に植栽）で示された。平均樹1離ま4．40m，平均根元直径は
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図2！．　各植栽地区（通し番号！～！2）における植栽樹木（クロマツ）

　　の樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。
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63．9cmであった。次いで調査番丹5（昭和59年6月～同60年3月半植栽）の平均樹高3．75m，

平均根元直径48．7cmであった。3番目が他の調査区：でも比較的高い測定値を示した調査番号30

（昭和63年3月～同年4月に植栽）で，平均樹高は3．30m，平均根元直径は43．7Clnを示した。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，2番目に新しい植栽地区である調査番号32

（平成3年！！月～同4年7月に植栽）で，平均樹高は0，62m，平均根元直径は14．9cmであった。

次いで植栽時期の最も新しい調査番号34（平成4年！！月～同5年10月に植栽）で樹高及び根元直

径はそれぞれ0．64mと10．9cmであった。

　クロマツの成長状況は常緑高木種や低木種と同様に，調査番号10で成長不良が認められた。ま

た調査番号7で伸長率と肥大率の相違いなどが観察されたが，他の調査地点では伸長率と肥大率

はおおむね比例していた。

a

・■■寵、、、t　　　　　　根兄直径b［＝＝＝］　　　　　　Dla目eしer 圏（in）

盾ｬ しree

撃喧r11、う

roOし

b

5

m》 80
〔cm｝

70

4

60

3 50

40

2

30

20

唱

⑩

0

　　　　1　2　3　　456789歪0　質 壌2
通し庸、｝

s¢rial　rlo．　，94　93　’92　’9壌　’90　’89　’88　’87　’86　B5　’84　’83

槙栽年度

Plこnted　years

図22．各植栽地区（通し番号1～11）における植栽樹木（コナラ）の

　　樹高（m）および根元直径（cm）の測定値比較（表22参照）。

　　　　　Growth　rates⊂）f　p｝allted　tree（Q〃8’℃〃∫∫（〃’”α’α）．
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D．落葉高木　Deciduous　tree

　9）　コナラ　Qz‘8πz‘∫∫67アα忽

　落葉高木種のコナラは，今回調査区を設定した！4地点のうち，調査番号3および4を除く！2地

点で測定された（図22参照）。

　樹高および根元直径で最も高い測定値は，調査番号5（昭和59年6月～同60年3月に植栽）で，

平均樹高4．45m，平均根元直径46．6cmであった。次いで調査番号7（昭和60年7月～同6！年7

月に植栽）で，平均樹高は4．25m，平均根元直径は54．2cmであった。3番目が他の調査区でも

比較的高い測定値を示した調査番号30（昭和63年3月～同年4月に植栽）で，平均樹高は3．25鵬，

平均根元直径は37．7Cmを示した。

　一方，最も平均樹高，平均根元直径の低いのは，2番目に新しい植栽地区である調査番号32

（平成3年11月～同4年7月に植栽）で，平均樹高は0．37m，平均根元直径は3．75cmであった。

次いで調査番号34（平成4年H月～同5年！0月に植栽）で，平均樹高0．47m，平均根元直径4，6

cmであった。

　クロマツの成長状況は常緑高木種や低木種と同様に，調査番号10で成長不良が認められた。ま

た調査番号7および5で伸長率と肥大率の相違いなどが観察されたが，他の調査地点では伸長率

と肥大率はおおむね比例していた。

　4－5．　発電所構内造成法面部植栽地の記録写真　Photographic　records　at　plaR－

　　　　ted　sites　in　the　power　station

　発電所構内造成法面部の植生調査に並行して，各調査地点（調査番号1，3～5，7，10，12，

！3，16，17A，　B，29，30，32，34）の生育状況を記録する自的で写真撮影を行った。写真は各

調査地点の植栽樹木の生育状況が把握可能な距離で撮影された（図23～37）。

　4－6．植栽樹木の生育状況　Growth　of　planted　trees

　一般的に樹木は年毎に成長することから，植栽時期が早ければ早いほど大きい値が得られると

予想されるが，今圓の調査結果からは，植栽時期，植栽地点，植栽樹種に応じて成長が年次に対

応したり，逆に極端に成長の遅い場合が認められた。また樹高と根元直径は比例して成長する傾

向が一般的であるが，地点によっては樹高の伸長率よりも根元直径の肥大率が極端に遅い場合も

みられた。

　樹木の成長は植栽された全ての樹種において，植栽後4年目にあたる植栽地区である調査番暑

16（平成元年2月～同2年6月に植栽）から植栽後6年目の調査番号30（昭和63年3月～同年4

月）まで毎年樹高が伸びるといった順調な成長が示されている。しかし植栽後7年目にあたる植

栽地区である調査番号10（昭和61年11月～岡62年6月に植栽）では樹木の成長が停滞し，植栽直
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図34．植栽地の林縁写真

　　（言周査番号29）。

　View　of　the　forest　edge　of

　the　planted　site．
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後の樹高，根元直径を示している。また植栽後7年～！0年目となる調査番号29（昭和61年！！月～

置162年3月に植栽），調査番号7（昭和60年7月～同61年7月に植栽），調査番号5（昭和59年6

月～同60年3月に植栽），調査番号3および4（昭和58年7月～同59年3月に植栽）等では，全

ての植栽木において急速な成長が示されている。

　次に植栽樹種にみられる傾向として，必ずしも樹高の伸長率と根元直径の肥大率が平行的に漸

次増加するのではなく，植栽後7年以上では，伸長率より肥大率が遅くなる状態が，多くの植栽

木で観察された。この原因として，植栽地における植栽樹木の空間および栄養等に対する競争，

すなわち密度効果の影響が生じてきたと推測される。

5．植生と土壌　Vegetation　and　soils

　植生調査（表25～31）と並行して，浜岡発電所構内およびその隣接地域において調査区の植生

断面模式図の作成および土壌調査（図38）が行われた。植生断面図の作成は，自然植生のうち常

緑広葉樹林として浜岡町池宮神社の社叢（調査番号1）のホソバカナワラビースダジイ群集（図

39）の他，発電所構内（調査番号56）と御前崎町新神子論叢林（調査番号62）のヤブコウジース

ダジイ群集（図41，43），常緑風衝低木林として発電所構内（調査番号54）のマサキートベラ群

集（図44），海岸砂丘植生として発電所に隣推した海岸砂丘地（調査番号50）のハマグルマーコ

ウボウムギ群集（図46）など4箇所で行われた。また代償植生として，発電所構内のクロマツ植

林地（調査番号51および58）の2箇所で調査が行われた（図47，48）。

　土壌調査は，㈱テクノ中部が実施した土壌断面図の作成および各層泣の土性，土色，構造等に

関する調査資料に基づいて行われた。土壌調査の行われたのは，発電所構内ではやブコウジース

ダジイ群集（調査番号56；調査地点番号②），マサキートベラ群集（調査番号54；調査地点番号

①）そしてク・マツ植林（調査番碧58；調査地点番号③）の3箇所で，また発電所近傍ではホソ

バカナワラビースダジイ群集に同定された浜岡町池宮神社の祉叢（調査番号2；調査地点番号④）

の1箇所である（図38，40，42，45，49）。御前崎地方は古砂丘，旧砂丘が広い面積で分布して

おり，表層および土壌母材は海成砂に由来する砂質土壌が多い。海岸砂丘地に分布する砂丘植生

やクロマツ植林の土壌は，全般的に砂質未熟土となっている。海岸に隣接した後背砂丘や台地に

生育するヤブコウジースダジイ群集および海岸崖地に発達するマサキートベラ群集の土壌は，表

層に厚い砂層が堆積しているが西南日本のヤブツバキクラス域に広く分布する黄色系褐色森林土

となっている。またホソバカナワラビースダジイ群集の生育する相良層群の砂岩や泥岩を母材と

する沿岸丘陵地の尾根斜面にも黄色系褐色森林土が発達している。
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　　　　表25．　ホソバカナワラビースダジイ群集・弱乾性黄色系褐色森林土

Arachniodo－Castanopsietum　s量eboldii；Alittledryyellow勘rownforestsoils

調　i査　」也：静岡県小笠郡浜岡町’池’禽：神福二

母　　　　材＝棺良層群砂岩，泥岩

汐珪　　抜　　霧毒　：65m

地　　　形：丘陵肩部斜証膏

方位・傾斜：SE25。

櫨　　 生：ホソバカナワラビースダジイ群集（調査番号1）

：上壌断面図：図39

植生断面図＝図40

’齢 {瀬125m，90％
　　　　　　スダジイ5・5，ヤマモモ2・2。

亜高木騨＝12m，30％

　　　　　　タイミソタチバナ1・2，ヒメユズリハ玉・2，モチノキ1・1，タブノキ1・1，

　　　　　　テイカカズラ十・2，イタビカズラ十．

低　木　層：4m，80％

　　　　　　ジュズネノキ3・4，サカキ2・3，オガタマノキ2・2，タイミンタチバナ1・

　　　　　　2，タブノキ！・2，カクレミノ十・2，ヒメユズリハ→ト・2，イヌビワ十・2，

　　　　　　イズセンリョウ十，ピサカキ十，シロダモ十，ネズミモチ十，ヤツデ十，ヤブニッ

　　　　　　ケイ十，ツルグミ十，イヌザクラ牽，ヒノキ十，マルバウツギ十，マメヅタ十，キ

　　　　　　ヅタ十，イヌマキ十，マンリョウ十．

涛笈　　フ1ミ　　1端手：0．4m，　40％

　　　　　　テイカカズラ2・3，ベニシダ1・2，ナガバジャノヒゲ十・2，コクラン十・2

　　　　　　ヤブコウジ十，ホシダ十，ビナンカズラ十，ムベ十，ハシゴシダ十，イタビカズラ

　　　　　　÷，ヤマイタチシダ十，アジドウシ十，アマクサシダ÷，サカキカズラ十，ヘラシ

　　　　　　ダ÷，ツルコウジ十，ホソバカナワラビ十．
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図39．　ホソバカナワラビースダジイ群集（調査地点番号④）の土壌断面図

　　　　（弱乾性黄色系褐色森林土）。
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5．　モチノキ　　　　　　　　　ユ0。　イヌビワ
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　　　　図40．　ホソバカナワラビースダジイ群集（調査番号1）の植生断面模式図。
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　　　　　表26．　ヤブコウジースダジイ群集・弱乾性黄色系褐色森林土

Ardisi傷Castallopsietum　s三eboldii；Alittle（1ryyelbw毒rownforestsoils

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡r町発電所購内

母　　　材：相良層群砂岩，泥岩

海．抜高；60m

∫也　　　形：丘陵肩部斜τ面

方位・傾斜＝N20。

植　　　生：ヤブコウジースダジイ群集（調査番号56）

土壌断而図：図41

廓薩杢正三【拶夢面厚ζ1：厚ζi42

高　木　暦：12m，90％

　　　　　　ヤマモモ4・4，ヒメユズリハ2・2，モチノキ2・1，クロマツ1・2，スダジ

　　　　　　イ！・1，モッコク1・1，クロガネモチ！・1，クスノキ！・1，

亜高木層：7m，40％

　　　　　ヤマモモ2・2，ウバメガシ1・2，モッコク1・2，スダジイ！・1，カクレミ

　　　　　　ノ1・1，

低　木　層：4m，60％

　　　　　　ピサカキ2・3，タイミソタチバナ1・2，タブノキ！・2，イヌ々キ1・2，ネ

　　　　　ズミモチ1・2，カゴノキ1q，モッコク1・1，サカキ1・1，ヤブニッケイ

　　　　　　十・2，イヌビワ十・2，ヒメコーズリハ十・2，カクレミノ十・2，ナワシログミ

　　　　　　十，トベラ十，ムラサキシキブ十，カラスザンショウ十，カマツカ十，タラノキ十，

　　　　　　ゴンズイ＋，ヤツデ十，ツルグミ十，モチノキ＋，ヤブツバキ牽，マサキ＋．

義笠　　フ葬　　1聾こ0．4m，　20％

　　　　　　ツタ2・2，キヅタ1・2，コチヂミザサ十・2，ササクサ十・2，ビナン／カズラ

　　　　　　十・2，イヌマキ十・2，ヘクソカズラ十，マンリョウ十，ノブドウ十，サルトリ

　　　　　イバラ÷，チャノキ十，ジャノヒゲ十，イヌワラビ十，トベラ十，ミズヒキ÷，ウ

　　　　　　ラシマソウ十．
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　　　　　表27．　ヤブコウジースダジイ群集・弱乾性黄色系褐色森林土

Ardisio－Castanopsietしlm　siebol（hi；Alittledryyellow－1⊃rownfores亡qoils

調　査　」也：静岡県小笠郡御．前崎1町新神子

燈　　　材＝粍i良瀬群砂岩，泥岩

海　抜　7署≒「015m

地　　　　　形＝そ麦背砂．吐

方位・傾斜：平坦ナ也

植　　　生：ヤブコウジースダジイ群集（調査番号62）

1穫走4三欝蓄頂：li．享ζi＝i翼143

宵　：木　層：25m，90％

　　　　　　スダジイ4・3，タブノキ3・3，ヤマモモ3・3，モチノキ2・2．

ll巨高本瀬：10m，30％

　　　　　　イヌマキ2・2，ヒメユズリハ2・2，モチノキ！・2，ヤブツバキ1q，サカ

　　　　　　キ1・1．

低　本　1轄1＝3m，40％

　　　　　サカキ2・2，イヌビワ2・2，ジュズネノキ1・2，ヒメユズリハ1・2，ヤブ

　　　　　　ツバキ1・2，タブノキ1・2，カクレミノ！・1，ヤブニッケイ十・2，スダジ

　　　　　　．イ÷・2，ヤツデ十，ヒサカキ十，モチノキ十，クチナシ十，センリョウ十，ムラ

　　　　　サキシキブ十，ネズミモチ十，ハゼ十，トベラ十，モッコク十，シャシャンボ十．

1≒ll：　フ仁　　1養窒：0．5nユ，　60％

　　　　　　ジュズネノキ2・3，トウゴクシダ2・2，ベニシダ！・2，テイカカズラ1・2，

　　　　　ナガバジャノヒゲ1・2，ビナンカズラ十・2，イヌマキ十・2，コチヂミザサ十

　　　　　　・2，アリドウシ十・2，ツユクサ十・，ササクサ十，ホウチャクソウ十，マンリ

　　　　　　ョウ十，ミズヒキ率，ウラシマソウ÷，ヤブコウジ十，ナキリスゲ十，ハシゴシダ。
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　　　　　表28．　マサキートベラ群集・弱乾性黄色系褐色森林土

Euonymo－Pittosporetum　tol）ira；Al｛ttledryyellow－br（）wnforests◎ils

調　査　」也：静岡照小笠淵～浜岡田∫発電所構内

・母　　　材’：相良層群砂髪聾，～尼岩

派蓬　　抜　　華看　：40m

∫也　　　形：海岸崖；地

方位・傾斜：NNW45。

植　　　生：マサキーi・ベラ群集（調査番号54）

ヨニ塚蔓匿ヲ〒i菰［翼i：1叉144

植生断而図：図45

藩石　フ1く　瓦鱗：4m，　90％

　　　　　　ヒメユズリハ4・4，トベラ2・3，カクレミノ2・2，ピサカキ2・2，シPダ

　　　　　　モ1・1，カラスザンショウ1・1，ヤブニッケイ1・1．

低　木　層：2m，20％

　　　　　　ネズミモチ2・2，ヒメユズリハ1・2，タブノキ1・2，ナワシログミ1・1，

　　　　　　ヤブニッケイ十・2，ムラサキシキブ十，エノキ十，マンリョウ十，イヌビワ十，

　　　　　　タラノキ十．

革　本　層：0。6m，40％

　　　　　　ラセイタソウ3・3，ツタ2・2，キヅタ1・2，コチヂミザサ1・2，ネザサ1

　　　　　　・2，ヒカゲイノコズチ十・2，ナキリスゲ十・，ササクサ十・2，ミズヒキ÷・

　　　　　　2，ハマスゲ十・2，ツユクサ十，サルトリイバラ十，クサイチゴ÷，ヒヨドリジ

　　　　　　ョウゴ÷，ヤブコウジ十，ノブドウ十，ミツバアケビ十．
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　　　　　　　図45．　マサキートベラ群集（調査番号54）の植生断面模式図。

　VegetationprofileoftheEuonymo－Pittosporetum　tobira（relev6no．54）．
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　　　表29．　クロマツ植林・砂質未熟土

！「か～！‘5〃Lz〃zゐ8ノニ9プガforest　plantation；Sandy　regosols

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡1駐発電所構内

．母：　　材：海岸砂．．丘砂

海抜高：40m
地　　　形：後背砂丘

方位・．傾斜：W4。

植　　　4三：クロマツ橿〔糾こ（調．査番号’58）

ヨニ壌匿斤『百i腰劉　：［累146

有直柔1：三睦斤面隊i：i叉i47

、差i’

ﾘ　層：1Gm，60％

　　　　　　クロ曽マツ4・4．

亜高木層：5m，90％

　　　　　　ウバメガシ4・3，ヤマモモ3・3，ヒメユズリハ3・3，タブノキ2・2．

低　木　暦：2m，30％

　　　　　　ヒメユズリハ1・2，ネズミモチ1・2，i・ベラ1・！，ヤマモモ十・2，タブノ

　　　　　キ十・2，ヤブニッケイ十，ピサカキ十，イボタノキ十，ヤマザクラ尋㍉シャシャ

　　　　　　ンボ十，ムラサキシキブ十．

草本閣：0．2m，10％．

　　　　　　ツタ1・，ササクサ十・2，キヅタ十・2，ベニシダ十，ナキリスゲ十，タラノキ

　　　　　÷，イヌビワ十，イヌマキ十，コチヂミザサ十，ヤブコウジ十，ヘクソカズラ十，

　　　　　　ツユクサ十，ジャノヒゲ十，ヒカゲイノコズチ十。
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　　図46．　ク・マツ植林（調査地点番号③）の土壌断面図（砂質未熟土）。

Soil　profile（sandy　regosols）of　the　P伽5’伽～∂8ノ↑gだforest　plantation（relev6　no，③）．
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　　　　　　図47．　クロマツ植林（調査番号58）の植生断面模式図。

　　　Vegetation　pro｛iie　of　the　P〃～z‘5〃zz’〃加1習～’forest　plantation（relev6　no．58）．
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　　　表30．　クロマツ植林・砂質未熟土

P～〃‘∫〃正～θめθノニ9ゼ∫forest　plantation；Sandy　regosols

　　1査　」也：静岡県小笠郡浜　：凋旧丁発電所構内

縁　　　　材：海岸砂丘．砂

海抜「二「：！5m

地　　　 ヲ移二後背．砂丘

方伎・傾斜：SW5。

植　　　　畳鑑：クPマツ植層く（調三査番号D1）

1値｛1三｝斯1面図：図48

低木贋：L2m，90％

　　　　　　　クロマツ5・5．

草本層：1m，5％
　　　　　　　チガヤ十・2，ハマヒルガオ十・2，ヨモギ十， アオツヅラフジ十．
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　　1）加μ5オん～〃1ゐω客’ガ∫　　　　　　　　　／〃ψ618α’αり，Z加♂’・～ごα　　　　　　　　　Cαらノ磁691α50Z4αノz8Z♂α

　　　　　　　　　　図48．　クロマツ植林（調査番号51）の植生断画模式図。

　　　　　　Vegetation　profile　of　tlle∫）fπκ∫〃～．～〃めβノ↑g’ガforest　plantat量011（relev6110．51）．
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表31．　ハマグルマーコウボウムギ群集・砂質未熟土

Wedelio－Caricetum　kobomug1；Sandyregosols

調　査　地：静岡県小笠郡浜岡町発電所構内

母　　材：海岸砂丘砂

海抜高：5m
地形＝海岸砂丘
方位・傾斜：SW5。

植　　生＝ハマグルマーコウボウムギ（調査番号50）

植生断面図：図49

草　　；考£　　層　＝0．2m，　80％

　　　　　ハ國マヒルガオ5・4， コウボウムギ3・3，チガヤ1・2，ハマボウフウ十．

1．

…： H’∵マ贋i・・贋’一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ご∵：芽ジご・・…

ハマヒルガオ　　　　　　　　　　2．　コウボウムギ　　　　　　　　　　　3，　ハマボウフウ

Cα砂5’θ9如50」4αη8♂Zα　　　　　Cαr6記ん。∂o〃臨9∫　　　　　　　GZ81z／z∫αZ漉。’η傭

　　図49．　ハマグルマーコウボウムギ群集（調査番号50）の植生断面模式図。

　Vegetationprofileofthe　Wedelio－Caricetum　kobomugi（relev6Ho．50）．
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お　わ　り　に

CONCLUSION

　中部電力㈱浜岡原子力発電所およびその周辺地域における植生調査に係わる平成5年度の報告

書の作成は，平成5年の4月から8月に実施された3回の植生調査結果に基づいて行われた。本

年度の植生調査では，既存の報告書を参考資料として，浜岡原子力発電所敷地内およびその周辺

30km圏内に分布する代表的な自然および代償植生を対象とした植物社会学的植生調査を行った。

この結果，本調査地域において新らしい植生単位の分布を確認すると伴に，新たな視点から植生

単位の体系化および調査地域の植生図（現存植生図および潜在自然植生図）の作成等により本地

域の植生生態学的特性の解明が行われた。

　また今回の調査では，昭和58年以来発電所構内で実施されているポット苗を使用した生態学的

緑化植栽の科学的評価を行う融勺で，毎回調査を行い，植栽樹木の成長状況が把握された。

　本報告は，単に発電所構内の環境保全林を形成していく上での生態学的な基礎資料となるぽか

りでなく，将来にわたって地域環境と共存したエネルギー供給基地としての原子力発電所を創造

していくための指針となることが期待される。
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